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Chapter  

第 1 章：はじめに 

Synology NAS をご購入いただきありがとうございます。Synology NAS はインターネット上のファイル共有セ

ンターとして機能する、多機能のネットワーク型ストレージサーバーです。さまざまな用途にご利用いただける

ようにデザインされており、ウェブを使った Synology DiskStation Manager (DSM) で以下の機能を実行できる

ようにしています。 

インターネット上での保存・共有 

Windows、Mac、Linux ユーザーはイントラネット内で、またはインターネットを介してファイルを簡単に共有

することができます。ユニコード言語をサポートすることにより、Synology NAS で簡単に異なる言語を使って

ファイル共有が可能になりました。 

セキュリティアドバイザーによる設定スキャン 

セキュリティ アドバイザーは、DSM 設定や Synology NAS をスキャンするセキュリティ アプリケーションです。

設定をチェックして、Synology NAS を安全に維持するための変更を推奨します。 

ウェブを使って File Station でファイル管理 

Synology DiskStation Manager に属する File Station を使うと、ウェブインタフェースから Synology NAS でフ

ァイルを管理できます。Synology NAS に保存されているファイルを携帯装置からアクセスすることもできます。 

FTP 経由のファイル転送 

Synology NAS は、帯域幅制限と匿名ログインがある FTP サービスを提供しています。データを安全に転送す

るため、FTP over SSL/TLS や迷惑 IP の自動ブロック機能を利用することができます。 

Cloud Station でファイルを同期する 

Cloud Station は、集中管理した Synology NAS と複数のクライアント コンピュータ、モバイル デバイス、

Synology NAS デバイスの間でファイルを同期するためのファイル共有サービスです。 

ストレージの容量を iSCSI LUN として共有する 

Synology NAS のボリューム容量の一部を iSCSI LUN に指定して、iSCSI 開始プログラムがローカルディスク同

様にアクセスするようにできます。 

コンピュータやサーバーにファイルをバックアップ 

Synology NAS は、コンピュータデータを Synology NAS に、Synology NAS データや iSCSI LUN を外部のハー

ドディスク、その他の Synology NAS、または rsync と互換性を持つサーバー、または Amazon S3 サーバー、

HiDrive backup サーバーなどにバックアップするソリューションを提供しています。 
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サーバー上のエンターテイメントコンテンツの活用 

Download Station では、BT、FTP、HTTP、eMule および NZB を介してインターネットからファイルを 

Synology NAS にダウンロードすることができます。メディア サーバーと iTunes に対応していますので、LAN 

内のコンピュータや DMA デバイスで Synology NAS 上のマルチメディア ファイルを再生することもできます1。 

USBCopy または SDCopy 機能で、Synology NAS の Copy ボタンを押すと、即座にファイルをカメラや SD カ

ードから Synology NAS へコピーすることができます。2 

Video Station でビデオを整理  

Video Station では、Synology NAS に USB DTV ハードウェアキーを接続して、ビデオ クリップやライブ スト

リームを見たり、再生したり、デジタル TV 番組を録画したり、インターネットから自動的に情報を取得できる

ビデオ メタデータを見たり、編集したりすることができるメディア プラットフォームで、ムービー コレクショ

ン、TV 番組、ホーム ビデオを整理することができます。ビデオを iPhone や iPad にストリームして再生するこ

ともできます。 

Photo Station で写真、ビデオ、およびブログを共有する 

Photo Station により、複雑なアップロードを行わなくても写真やビデオをインターネットで共有できます。さ

らに、ブログシステムにより、あなた暮らしや思いを簡単にインターネット上で共有することもできます。 

いつでも、どこでも音楽を 

Audio Station を使うと、Synology NAS に保存した音楽を iPod に接続して、またはインターネットラジオのス

トリームとして聴くことができます。さらに、ウェブブラウザを使ってインターネット経由で Synology NAS か

ら音楽をストリームできます。 

ホストウェブサイト 

仮想ホスト機能では、PHP および MySQL 対応の Web Station を使って最大 30 個のウェブサイトがホスト可能

です。 

IP カメラによるビデオの録画 

Surveillance Station により、インターネット上の複数の IP カメラからのビデオの管理、視聴、および録画が可

能です。Surveillance Station のウェブ ベースの管理インターフェースにアクセスすることにより、カメラが監

視するリアルタイムの画像を表示し、継続的にビデオを録画し、動向探知モードまたはアラーム録画モードにす

ることも可能です。 

複数の Synology NAS デバイスの管理 

Synology CMS（中央管理システム）を活用すると、複数の Synology NAS サーバーをすばやく、便利に管理す

ることができます。CMS がインストールされると、Synology NAS サーバーを CMS ホストとして機能させ、他

のサーバーを管理されるサーバーにすることができます。CMS ホストでは、1 つのインターフェイスから管理

されるサーバーを監視したり、維持したりできます。 

--------- 

1 ハードドライブ、USB プリンタ、DMA、UPS などの推奨される周辺機器モデルについては、www.synology.com を参照し

てください。 

2 USBCopy または SDCopy は、特定のモデルでしか使用できません。詳細情報については、www.synology.com をご参照く

ださい。 

http://www.synology.com/
http://www.synology.com/
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パッケージ センターで他のアプリを探す 

パッケージ センターは、さまざまなアプリケーション（パッケージにパックされています）を簡単にインスト

ールしたり、更新したりするための直感的で便利なツールです。使用可能なアプリケーションを参照して、必要

に合ったものを選択してください。ボタンを数回クリックするだけの簡単な操作です。 

プリント サーバーの設定 

Synology NAS に接続された USB プリンタまたはネットワークプリンタは、LAN を介してクライアントコンピ

ュータで共有することができます。AirPrint 対応ですので iOS デバイスから印刷することが可能であり、また 

Google Cloud Print サポートにより Google 製品およびサービスを使用しながら印刷することも可能です。1 

オンライン リソース 

ここに必要な情報が記載されていない場合は、DSM ヘルプ、または下の Synology オンライン リソースもご

覧ください。 

 ナレッジベース：help.synology.com 

 フォーラム：forum.synology.com 

 ダウンロード センター：www.synology.com/support/download.php 

 テクニカルサポート：myds.synology.com/support/support_form.php 

--------- 

1 ハードドライブ、USB プリンタ、DMA、UPS などの推奨される周辺機器モデルについては、www.synology.com を参照し

てください。 

http://help.synology.com/
http://forum.synology.com/
http://www.synology.com/support/download.php
https://myds.synology.com/support/support_form.php
http://www.synology.com/
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Chapter  

第  2 章：Synology DiskStation Manager を始める前に 

 

この章では、Synology DiskStation Manager (DSM) にサインインする方法や、デスクトップをカスタマイズし

たり、タスクバーやウィジェットを使う方法、メイン メニューからアプリやパッケージを開く方法を説明しま

す。 

Synology NAS と DSM のインストール 

Synology NAS の設定と DSM のインストールについては、お使いの Synology NAS のクイック インストール ガ

イド をご参照ください。このガイドは、Synology ダウンロード センターからダウンロードできます。 

DSM へのサインイン 

Synology NAS に DSM を設定し、インストールした後は、コンピュータのブラウザを使って DSM にサインイ

ンできます。 

Web Assistant でログインする： 

1 コンピュータが Synology NAS と同じネットワークに接続されており、インターネットにアクセスできる状態

であることを確認してください。  

2 お使いのコンピュータでウェブブラウザーを開き、find.synology.com に進みます。 

3 Web Assistant がローカル ネットワーク内にある Synology NAS を検出します。[接続] をクリックすると、ロ

グイン画面が開きます。 

サーバー名または IP アドレスでログインする： 

1 コンピュータが Synology NAS と同じネットワークに接続されていることを確認します。 

2 コンピュータでウェブ ブラウザを開き、アドレス欄に次のいずれかを入力して、キーボードで Enter キーを

押します。 

 http://Synology_Server_IP:5000 

 http://Synology_Server_Name:5000/ (または Mac では http://Synology_Server_Name.local:5000/) 

Synology_Server_Name は、初期インストールの段階で Synology NAS に設定した名前に置き換わります。

インストール中にワンステップ セットアップを選択すると、Synology_Server_Name には DiskStation、

CubeStation、USBStation、または RackStation になります。 

 

3 ユーザー名とパスワードを入力してから [サインイン] をクリックします。admin 用の既定のパスワードは何

も指定されていません。 

注意：DSM の実行を円滑に行うには、以下のブラウザを使用してください。 

 Chrome 

 Firefox 

 Safari：5.0 以上 

 Internet Explorer：8.0 以上 

http://www.synology.com/support/download.php
http://find.synology.com/


 

 

 

 

Synology NAS ユーザーガイド 

DSM 6.0 基準 

 9 第 2 章：Synology DiskStation Manager を始める前に 

 

 

 

DiskStation Manager のデスクトップ 

DSM にサインインすると、デスクトップが表示されます。ここから、設定管理、パッケージの使用、通知の表

示などを始めることができます。 

デスクトップ 

デスクトップはアプリケーションやパッケージのウィンドウが表示される場所です。頻繁に使用するアプリケー

ションはデスクトップにショートカットを作成できます。 

 

タスクバー 

デスクトップ上部のタスクバーには以下のアイテムがあります： 

 

 

1 デスクトップを表示：開いているすべてのアプリケーションとパッケージ画面が最小化されます。 

2 メイン メニュー：Synology NAS にインストールされたアプリケーションやパッケージを開いて表示します。

また、クリック アンド ドラッグでデスクトップにショートカットを作成することもできます。 

3 アプリケーションを開く： 

 アプリケーションのアイコンをクリックすると、デスクトップのウィンドウを表示または非表示にします。 

 アイコンを右クリックして、ショートカットメニュー（最大化、最小化、復元、閉じる）、またはそのタ

スクバーアイコン（タスクバーに固定、タスクバーから解除）から選択してアプリケーションウィンドウ

を操作します。 

4 アップロードキュー：ファイルを Synology NAS にアップロードすると表示されます。進行状況やアップロー

ド速度などの情報を見るには、ここをクリックしてください。 

5 通知：エラー、状態更新、パッケージのインストール通知などの通知が表示されます。 
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6 オプション：個人のアカウント オプションをシャットダウン、再起動、ログアウト、変更できます。 

7 検索：特定のアプリケーション、パッケージ、DSM のヘルプを手早く探せます。 

8 ウィジェット：ウィジェットを表示、非表示にします。 

9 パイロット ビュー：開いているすべてのアプリケーションとパッケージの画面をプレビューします。 

ウィジェット 

ウィジェットには、Synology NAS に関連するさまざまなシステム情報が表示されます。  

 

ウィジェット パネルを開く/閉じる： 

[ウィジェット] をクリックすると、ウィジェット パネルが表示または非表示になります。 

+ をクリックすると、表示するウィジェットを選択できます。次の中から選択してください。 

 接続中のユーザー：現在 Synology NAS リソースにアクセスしているユーザー リストが表示されます。 

 ファイル変更ログ：Synology NAS サービスのファイル変更ログ記録が表示されます。 

 アクティブなログなし：ログ（Samba、WebDAV、FTP、File Station）がすべてアクティブでない時に表

示されます。 

 有効なログがありません：ログ（Samba、WebDAV、FTP、File Station）がいずれも有効な時に表示され

ます。 

 最近のログ：Synology NAS サービスのログ記録が表示されます。 

 リソース モニタ：CPU 使用状況、メモリ使用状況、ネットワークフローを監視します。 

 スケジュール バックアップ：バックアップ タスクの状態が表示されます。 

 予定タスク：予定タスクがリストされます。 

 ストレージ：Synology NAS のボリューム使用量とディスクの状態が表示されます。 
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 システムの状態：Synology NAS と接続されているデバイス（存在する場合）の全体的な状態が表示されます。

システムにエラーが生じたときには、これを修正するための処置を行ってください。 

メイン メニューでアプリケーションとパッケージを開く 

メイン メニュー(デスクトップの左上にあるボタン) は、Synology NAS のパッケージ センターからインストー

ルしたアプリケーションやパッケージがすべて表示される場所です。 

 

アプリケーションまたはパッケージを開く： 

メイン メニューを開き、開きたいアプリケーションかパッケージのアイコンをクリックします。 

アイコンを並べ替える：  

[メイン メニュー] を開いて、アイコンを希望の位置にドラッグします。 

デスクトップのショートカットを作成する： 

[メイン メニュー] を開いて、アイコンを端にドラッグします。 
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シャットダウン、再起動、ログアウト、個人オプション 

 [オプション] メニュー (右上にある人型のアイコン) をクリックして、ユーザー アカウントの設定をシャットダ

ウン、再起動、ログアウト、または管理します。 

 

個人オプションを管理する： 

ドロップダウン メニューから [オプション] を選択して、パスワード、2 ステップ認証、デスクトップなどの個

人アカウント オプションを管理します。 
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アカウント 

[アカウント] ではアカウント設定を編集したり、２ ステップ認証を有効にしたり、DSM アカウントへの最近の

ログイン状況を確認したりすることができます。 

制限事項： 

 ユーザの説明には全角で 32 文字、半角で 64 文字まで入力できます。 

 パスワードは半角英数字、記号、スペースを使用した 0～127 文字まで登録可能です。英字の大文字 小文字も区

別されるので、気を付けてください。 

2 ステップ認証 

2 ステップ認証は、DSM アカウントの安全性をさらに高める機能です。2 ステップ認証を有効にすると、DSM 

にログインする際、パスワード入力に加え、1 回だけ有効な認証コードを入力する必要があります。認証コード

は、モバイル デバイスにインストールされた認証アプリから取得できます。つまり、誰かがお客様のアカウン

トにアクセスしようと思ったら、お客様のユーザー名とパスワードの他にお客様のモバイル デバイスも必要と

なるということです。 

条件： 

2 段階認証には、モバイル デバイスと TOTP (Time-based One-Time Password) プロトコルに対応する認証アプリ

が必要です。認証システム アプリには、Google Authenticator (Android/iPhone/BlackBerry) または Authenticator 

(Windows Phone) があります。 

アカウントのアクティビティ 

アカウントのアクティビティとは、最近 DSM アカウントにログインしたアクティビティを意味し、アカウント

にアクセスした時間やアクセスした IP アドレスなどが表示されます。 

割り当て容量 

[割り当て容量] では、 DSM administrators が設定したすべての Synology NAS ボリュームの割り当てを見たり、

それぞれのボリュームで自分が使用している容量を確認したりすることができます。 

デスクトップ 

[デスクトップ] では、デスクトップの表示をカスタマイズできます。メイン メニューのスタイルやアイコンの

サイズ、デスクトップの背景や文字の色を変えたり、画像をアップロードしてデスクトップの壁紙として使用し

たりすることが可能です。 

Photo Station 

このタブは、administrators グループに属するユーザーが Photo Station で個人用 Photo Station サービスを有

効にすると表示されます。Synology NAS には、home/photo  フォルダが用意されており、共有する写真やビデ

オを保存します。システムが写真やビデオのサムネール インデックスを自動的に作成し、ユーザーは Web ブラ

ウザを通じて写真アルバムを閲覧することができます。 

電子メールアカウント 

ここで追加する Eメール アドレスを使って、File Station に保管されているファイルを添付ファイルとして送信

できるように、Eメール アカウントを追加したり、編集したりすることができます。 

その他 

その他では、その他の個人用オプションをカスタマイズすることができます。個人オプションについての詳細は、

DSM ヘルプを参照してください。
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第 3 章：システム設定の変更 

Synology DiskStation Manager (DSM) に接続し、その機能の使い方と外観のカスタマイズのしかたを覚えたら、

administrators グループに属しているユーザーは、その基本設定を変更することができます。 

この章ではネットワーク設定、ディスプレイ言語、時間の変更、および緊急用保存機能について説明します。詳

しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

コントロール パネルを使う 

［メイン メニュー］ で ［コントロール パネル］ を選択すると、DSM 設定を構成できます。 

 

コントロールパネルの DSM 設定は以下のカテゴリーにグループ分けされています。 

 ファイルの共有：ファイルをホストしたり、他の人と簡単に共有したりするためのファイル共有オプションを

設定します。 

 接続性：インターネットで Synology NAS にアクセスできるようにしたり、ファイアウォールや自動ブロック

などのセキュリティ メカニズムで NAS を保護します。 

 システム：Synology NAS デバイスのシステム設定を管理します。 

 アプリケーション：Synology 製アプリケーションに関する一般的な設定を管理します。 

注意：コントロールパネルは、administrators グループに属するユーザーしか使用できません。詳しくは、「グル

ープ作成」を参照してください。 
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ネットワーク設定の変更 

ネットワークの設定を行い、Synology NAS デバイスをインターネットに接続するには、[コントロール パネル] 

> [ネットワーク] を選択します。クライアントが Synology NAS にアクセスする際の、送信トラフィックを調整

するためのトラフィック コントロール規則も管理できます。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してく

ださい。 

 

全般 

[全般] タブには、Synology NAS の名前や既定のゲートウェイを編集したり、ドメインネーム サーバーやプロキ

シサーバーの設定、IPv6 トンネリングを行うためのオプションがあります。 

ネットワーク インターフェイス 

[ネットワーク インターフェイス] タブには、Synology NAS がネットワークに接続するためのネットワーク イ

ンターフェイスを管理するためのオプションがあります。 

トラフィック制御 

トラフィック コントロールは、Synology NAS 上で実行するサービスの送信トラフィックを制御します。[作成] 

をクリックしてトラフィック コントロール規則を作成してください。 

固定ルート 

固定ルートは、ネットワーク情報が特定のホストや Synology NAS 上のネットワークに到達するためにたどるべ

きパスを制御します。[作成] をクリックして、固定ルートを作成します。 . 

DSM 設定 

DSM にアクセスするポート番号を変更したり、HTTPS 設定を行ったりします。HTTPS 接続を有効にすると、

HTTPS プロトコル経由の Synology NAS への接続は SSL/TLS 暗号化メカニズムで暗号化されます。 
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ワイヤレス ネットワークに接続1 

[コントロール パネル] > [ワイヤレス] では、Synology NAS デバイスをワイヤレス ネットワークに接続したり、

ワイヤレス ホットスポットを作成してインターネット接続を他のデバイスとワイヤレスで共有したりすること

ができます。また、Bluetooth アダプタを管理したり、Bluetooth デバイスを Synology NAS に接続することも可

能です。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

地域のオプション変更 

[コントロール パネル] > [地域オプション] の順に選択して、以下の地域のオプションを設定してください。詳し

い手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

 

時間 

[時間] タブをクリックして、Synology NAS のシステム時間を設定してください。現在の時刻を確認したり、サ

ーバーの日付と時刻を手動で設定する、またはネットワークタイムサーバーを使用して自動的に設定したりでき

ます。 

言語 

[言語] タブをクリックして、Synology DiskStation Manager の言語を設定し、通知を有効にして、ユニコードの

ファイル名変換用のコードページを指定します。 

 表示言語：優先的な表示言語、またはブラウザのデフォルト設定と同じ言語を選択できます。 

 通知言語：Synology NAS の電子メール通知およびインスタント メッセージング通知で使用する優先言語を設

定します。 

--------- 

1 特定のモデルのみが使用できます。 
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 [文字コード]：Synology NAS は、別の言語を使用しているコンピュータがファイルにアクセスできないとい

う事態が発生しないように、ユニコードを使用します。ただし、以下のデバイスまたはアプリケーションが問

題なく Synology NAS サービスを使用できるようにするには、それぞれに適切なコードページを選択する必要

があります。 

 ユニコードをサポートしないコンピュータ 

 FTP サービス、UPｎP サポート、音楽メタデータのインデックス化など、非ユニコードをユニコードに変

換するアプリケーション 

NTP サービス 

Synology NAS をネットワークタイム サーバーにして、別のネットワーク機器と Synology NAS がネットワーク

を介して時間を同期できるようにするには、[NTP サービス] タブをクリックします。 

注意：Surveillance Station と Synology High Availability には NTP サービスが必要です。したがって、Surveillance 

Station がインストールされており、Synology NAS で起動されている場合は、パッケージを起動している間はこの

サービスを無効にすることはできません。 

省エネ機能を使う 

[コントロール パネル] > [ハードウェアと電源] の順に選択し、DSM に装備されている次の省エネ機能を制御し

ます。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 
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全般 

電源復旧、WOL（ウェイク オン ラン）1、メモリ圧縮を有効するには、[全般] タブをクリックします。また、警

告音の設定やファン速度モードも変更できます。 

電源管理 1 

[電源管理] タブをクリックして、特定の時間に自動的にスタートアップまたはシャットダウンするよう設定しま

す。 

HDD ハイバネーション 

[HDD ハイバネーション] タブをクリックして、Synology NAS のすべての内部ディスク、および外部ディスクの

ハイバネーションを管理します。 

ディスクが HDD ハイバネーションモードになると、回転を停止して無効状態になります。これは省エネのほか

にも、ディスクの寿命を長くするという効果があります。 

UPS 

[UPS] タブでは、UPS 関連設定を変更できます。UPS（無停電電源装置）は、停電になってもしばらくの間で

あれば Synology NAS を稼働し続けられるバックアップ用電源装置です。この機能は、電源が切れてシャットオ

フしてしまう前に Synology NAS がデータを保存し、ボリュームをアンマウントするのに十分な時間を与えるこ

とで、データの消失を防止します。Synology NAS はローカル デバイス、または SNMP UPS デバイスに接続で

きます。  

--------- 

1 特定のモデルのみが使用できます。 
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第 4 章：高度な管理タスクの実施 

Synology DiskStation Manager にはシステム情報のチェック、システムリソースのモニタリング、通知サービス

の管理、DSM の復元またはアップグレード、独立したログインでアプリケーションにアクセス、アプリケーシ

ョン用のマルチメディア ファイルのインデックス化などを含む、さまざまな管理機能が用意されています。 

この章では、Synology NAS でベストパフォーマンスを実現するために高度な管理機能を使用する方法について

説明します。詳しくは、DSM ヘルプを参照してください。 

システム情報のチェック 

情報センターには、Synology NAS やその他接続されているデバイスの状態が表示されます。[コントロール パ

ネル] > [情報センター] を選択して、次の情報をチェックしてください。詳しい手順については、DSM ヘルプを

参照してください。 
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全般 

[全般] タブでは、シリアル番号、モデル番号、物理メモリの量、DSM バージョン、時間情報、温度情報、外付

けデバイスなど、Synology NAS についての基本情報を見ることができます。  

ネットワーク 

[ネットワーク] タブには、ネットワーク設定とインターフェイスの状態が表示されます。 

ストレージ 

[ストレージ] タブでは、Synology NAS ボリュームの使用量、または空き領域をチェックしたり、ハードディス

クの状態をチェックしたりすることができます。 

サービス 

[サービス] タブでは、[操作] 欄で [有効] または [無効] をクリックして有効化または無効化することができる、

DSM のリストを見ることができます。[状態] 欄のチェックマークは、サービスが有効になっているかどうかを

示すものです。 

システム ログを見る 

ログ センターは、Synology NAS サービスのログ記録を効率的に見たり、管理したりするための集中ログ管理ア

プリケーションです。高度な機能を使用するには、[パッケージセンター] から [ログ センター] パッケージをイ

ンストールしていただく必要があります。詳しくは、DSM ヘルプを参照してください。 
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システムリソースの監視 

リソース モニタを使うと、CPU 使用状況、メモリ使用状況、ディスクの使用、ネットワークフローなどが監視

できます。リアルタイム監視、または以前のデータのいずれかを見ることができます。詳しい手順については、

DSM ヘルプを参照してください。 
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システム使用累計の分析 

ストレージ アナライザーを活用すると、Synology NAS の全体的な使用傾向を簡単に確認したり、ストレージ 

スペースを分析するためのタスクを作成したり、ボリューム使用量の詳しいレポートを作成したりすることがで

きます。詳しくは、DSM ヘルプを参照してください。 

 

システム設定をスキャンする 

セキュリティ アドバイザーでは、セキュリティを侵すリスクがある疑わしいアクティビティについて、DSM 設

定をチェック、スキャンすることができます。詳しくは、DSM ヘルプを参照してください。 
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High-Availability ソリューションを導入する 

High Availability マネージャでは、2 台のサーバーで「high-availability」クラスタを構成することができます。

この場合、1 台をアクティブサーバー、もう １ 台をスタンバイサーバーとして活用します。片方のサーバーが

故障したときには、スタンバイサーバーがすべてのサービスを引き継ぎますのでサーバーのダウンタイムを最短

に抑えることができます。詳しい手順については、DSM ヘルプ と High Availability ホワイトペーパーを参照し

てください。 

 

自動タスク 

[コントロール パネル] > [タスク スケジューラー] の順に選択すると、指定した時間にサービスやスクリプトを

実行するように設定することができます。指定したスクリプトを自動的に実行するようにしたり、共有フォルダ

のごみ箱を空にしたり、特定サービスを開始、停止したりするためにタスクを作成、管理してください。詳しい

手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

DSM の更新またはデフォルトの復元 

[コントロール パネル] > [更新と復元] を選択すると、DSM を新しいバージョンに更新したり、システム設定を

バックアップ、復元したり、Synology NAS デバイスを初期値に戻したりすることができます。Synology NAS 

を常に最新の状態に保てるように、DSM アップデートを自動的にインストールするスケジュールを設定するこ

ともできます。 

重要：Synology NAS に保存されたデータは更新処理中に消去されません。但し、安全のために、サーバーのデータ

は必ずバックアップしてください。 
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イベント通知の受信 

[コントロール パネル] > [通知] を選択すると、特定のイベントやエラーが発生したときに、Eメール、SMS、ウ

ェブブラウザ（Safari/Chrome）、モバイル デバイス等の方法で Synology NAS から通知が発信されるように設

定することができます。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

独立したログインでアプリケーションにアクセス 

アプリケーション ポータルを活用すると、さまざまなアプリケーションの接続設定を行うことができます。そ

のため、これらのアプリケーションを個別のブラウザ タブや画面でアクセス、起動することができるようにな

ります。アプリケーション ポータルを有効にするには、[コントロール パネル] > [アプリケーション ポータル] 

の順に選択します。 

カスタマイズしたエイリアス 

ポータル エイリアスを設定すると、アプリケーションは [http(s)://DSM サーバーアドレス:DSM サーバー ポー

ト番号 [HTTP(S)]/エイリアス名/] の独立したブラウザ ウィンドウに開きます。 

カスタマイズした HTTP(S) ポート 

HTTP(S) ポートを設定すると、アプリケーションは [http(s)://DSM サーバーアドレス:カスタマイズしたポート

番号] の独立したブラウザ ウィンドウに開きます。 

アプリケーション用にマルチメディア ファイルにインデック

スを付ける 

[コントロールパネル] > [インデックス サービス] を選択し、Synology NAS に保存されているフォト、ミュージ

ック、ビデオなどのマルチメディア ファイルを自動的にスキャンして、マルチメディア アプリケーションがイ

ンデックス化できるようにマルチメディア ライブラリにコンパイルします。詳しい手順については、DSM ヘル

プを参照してください。 

admin パスワードをリセットする 

admin のパスワードを忘れたために DSM にログインできない場合は、パスワードを空白にしてから新しいパス

ワードを設定することができます。 

admin のパスワードをリセットする： 

Synology NAS のバックパネルにある [RESET] ボタンを音が鳴るまで 4 秒間押し続けます。 

注意：管理者パスワードをリセットするほかにも、[RESET] ボタンを使うと、Synology NAS の IP と DNS もデフ

ォルト値に復旧されます。 
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Synology NAS の再インストール 

データを消失することなく Synology NAS を再インストールするには、背面パネルの [RESET] ボタンを使用し

ます。 

Synology NAS を再インストールする： 

1 Synology NAS が音を鳴らすまで約 4 秒間 [RESET] ボタンを押し続けます。 

2 次の 10 秒間に、Synology NAS が音を鳴らすまで約 4 秒間 [RESET] ボタンを押し続けます。 

3 Synology ダウンロード センター からダウンロード可能な クイック インストール ガイドの指示に従って、

Synology を設定します。 

重要：Synology NAS に保存されたデータは再インストール中に消去されません。但し、安全のために、サーバーの

データは必ずバックアップしてください。 

SNMP サービスを有効にする 

[コントロール パネル] > [端末と SNMP] の順に選択し、SNMP サービスを有効にして、ネットワーク管理ソフ

トウェアを使ってユーザーが Synology NAS ネットワークのフローを監視できるようにします。 

ターミナルサービスを有効にする 

[コントロール パネル] > [端末と SNMP] の順に選択し、端末サービスを有効にして、Telnet または SSH を使っ

て Synology NAS にログインし、設定を変更できるようにします。 

重要：ターミナルサービスは慎重に使用してください。Synology NAS を不適切に操作または変更すると、システム

の不具合やデータ損失につながります。

http://www.synology.com/support/download.php
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Chapter  

第 5 章：ストレージスペースの管理 

Synology NAS の各種機能を利用するには、1 つ以上のストレージ スペースを設定する必要があります。この章

では、ストレージ マネージャを使ってボリューム、ディスクグループ、iSCSI Target、iSCSI LUN などストレー

ジスペースを管理したり、ハードドライブの状態を見たりする方法を説明します。詳しい手順については、

DSM ヘルプを参照してください。 

ボリュームとディスクグループ 

ボリュームとは、Synology NAS 上の基本的な保存領域のことです。Synology NAS にデータを保存する前に、1 

つ以上のボリュームを作成する必要があります。DSM のストレージ マネージャを使用すると、異なる RAID タ

イプや割り当てる容量をカスタマイズしたりして、ボリュームを作成することができます。詳しくは、DSM ヘ

ルプを参照してください。 

 

ボリュームの作成 

ボリュームを作成するには、[ストレージ マネージャ] > [ボリューム] を選択し、[作成] をクリックします。この

操作を行うと、それぞれのニーズに応じてボリューム作成を助けるセットアップ ウィザードが起動します。 
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クイックボリュームまたはカスタムボリューム 

新しくボリュームを作成するには、次のオプションがあります。 

方法 機能 

クイック 

Synology Hybrid RAID (SHR) ボリュームを作成できます。 

構成するハードディスクに基づいて、ボリュームの容量と性能を自動的に最適化します。 

時間を節約したい方、またはストレージ管理を簡略化したい方にお勧めします。 

カスタマイズ 

異なるタイプの RAID を導入できます。 

ディスクグループに 1 個のボリュームまたは複数のボリュームを導入できます。 

各ボリュームに特定の容量を割り当てることができます（RAID に複数のボリュームを作成する

場合のみ）。 

Synology NAS 上で詳細にストレージ管理を行いたい方にお勧めします。 

RAID 上の単一ボリュームまたは複数ボリューム 

カスタムボリュームを作成するには、次のオプションがあります。 

オプション 機能 

RAID の単一ボリューム 

選択したディスクで使用可能な容量をすべて単一のボリュームに割り当てます。 

速度と性能が向上します。 

異なるタイプの RAID を導入できます。 

RAID の複数ボリューム 

ディスク グループに複数のボリュームを作成できます。 

各ボリュームにそれぞれ異なる容量を割り当てられます。 

柔軟にストレージ管理を行えます。 

異なるタイプの RAID を導入できます。 

RAID タイプ 

インストールしたハードディスクのモデルや数によって、カスタムボリュームかディスクグループを作成する際

には、次の RAID タイプを導入できます。 

RAID タイプ HDD の数 
許容可能な障

害 HDD の数 
説明 容量 

SHR1 

1 0 
Synology Hybrid RAID ボリュームは、異なるサ

イズのハードドライブを組み合わせる場合、スト

レージ容量と性能を向上させます。2 台または 3 

台のハード ディスクで構成される SHR ボリュー

ムでは、1 ディスク フォールト トレランスが可能

になります。一方、4 台以上のハード ディスクで

構成される SHR ボリュームの場合、1 ディスクま

たは 2 ディスク フォールト トレランスが可能に

なります。 

1 x（HDD サイ

ズ） 

2-3 1 

システムによる

最適化 ≧ 4 1-2 

Basic 1 0 

Basic ボリュームは、独立した装置として １ つ

のハードドライブで作成します。Basic ボリュー

ムを作成する場合、1 度に選択できるハードドラ

イブは 1 台だけです｡ 

1 x（HDD サイ

ズ） 

--------- 

1Basic 以外の RAID タイプは、特定のモデルのみ対応しています。詳細情報については、www.synology.com をご参照くだ

さい。 

http://www.synology.com/
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RAID タイプ HDD の数 
許容可能な障

害 HDD の数 
説明 容量 

JBOD ≧ 1 0 JBOD はハードドライブの集合体です。 
HDD サイズの合

計 

RAID 0 ≧ 2 0 

複数のハードディスクを組み合わせてボリューム

を構築する RAID 0 は、データのブロック分割、

複数のハードドライブをまたいでデータブロック

の分散するストライピングを提供します。ただ

し、安全対策はありません。 

HDD サイズの合

計 

RAID 1 2-4 
（HDD の数） 

- 1 

システムはそれぞれのハードドライブに同じデー

タを一度に書き込みます。そのため、少なくとも 

1 つのディスクが正常であればデータの整合性が

維持されます。 

HDD の最小サイ

ズ 

RAID 5 ≧ 3 1 

この設定にはバックアップオプションが用意され

ています｡パリティモードにより 1台のディスク

装置のサイズに匹敵する記憶領域に冗長なデータ

を記憶します。 

（HDDの数 – 

1）x（HDDの最

小サイズ） 

RAID 5+Spare ≧ 4 2 

RAID 5+Spare ボリュームを構成するには、4 台

以上のドライブが必要です。その内 1 台を Hot 

Spare ドライブにして、ドライブに不具合が発生

した場合に自動的にボリュームを再構成できるよ

うにします。 

（HDDの数 – 

2）x（HDDの最

小サイズ） 

RAID 6 ≧ 4 2 

RAID 6 は、特別なデータ保護を提供します。パ

リティモードを使用して、冗長データを 2つのデ

ィスクと同等のサイズのスペースに補間して後の

データ復元に役立てます。 

（HDDの数 – 

2）x（HDDの最

小サイズ） 

RAID 10 
≧ 4 

（偶数） 

各 RAID 1 グル

ープ内に 1 

HDD / 合計 

HDD の半分 

RAID 10 は、RAID 0 のパフォーマンスと RAID 1 

レベルのデータ保護機能を備えています。RAID 

10 は、2 台のハードドライブを 1 つの RAID 1 グ

ループに結合し、すべてのグループを RAID 0 と

結合します。 

（HDD の数 / 2）

x（HDD の最小サ

イズ） 

ディスクグループの作成 

既に説明したとおり、ディスクグループを作成するとストレージスペースを管理する上で柔軟性が増します。デ

ィスクグループはボリューム作成セットアップ ウィザードで作成できます。または [ストレージ マネージャ] > 

[ディスクグループ] を選択し、[作成] をクリックします。 

ボリュームまたはディスクグループの修復 

修復機能は RAID 1、RAID 10、RAID 5、RAID 5+Spare、RAID 6、および SHR のボリューム、またはディスク

グループで使用できます。RAID タイプによっては、ボリュームまたはディスクグループの中の 1 台のハードド

ライブに不具合が発生すると、劣化モードになります。クラッシュしたディスクを交換してボリューム または 

ディスクグループ を修復して、ボリューム または ディスクグループ のデータの保護を維持することができます。

詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 
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RAID タイプの変更 

既存のボリュームまたはディスクグループの RAID タイプは、既存のデータを消失させることなく変更できます。

ですから、ストレージ容量を手軽に、経済的に管理することができます。例えば、Synology NAS に RAID 1 ボ

リュームを作成し、後からハード ディスクを追加して RAID 5 タイプに変更するといったことが可能です。 

ここでは、RAID タイプの変更についての基本情報を紹介します。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照

してください。 

対応する RAID タイプ 

RAID タイプは次のように変更できます。 

RAID タイプ 変更できるタイプ... 

Basic RAID 1、RAID 5、RAID 5+Spare 

RAID 1 RAID 5、RAID 5+Spare 

RAID 5 RAID 5+Spare、RAID 6 

ミラーディスクを RAID 1 に追加 RAID 1 

ハード ディスクの動作条件 

ボリュームやディスク グループの RAID タイプを変更するためには、Synology NAS に十分な数のハード ディ

スクが必要です。RAID タイプ毎に必要となるハード ディスクの数については、次の表を参照してください。 

RAID タイプ ハードディスクの最低数 

RAID 1 2 か 4 

RAID 5 3 

RAID 5+Spare 4 

RAID 6 4 

ボリュームまたはディスクグループの増設 

ボリュームまたはディスクグループのストレージ容量は、ハードディスクの数を増やしたり、容量の大きいハー

ドディスクを追加することで徐々に拡大できます。この機能を使用すると、予算に応じてボリュームやディスク 

グループの容量を拡大していくことが可能になるため、大切なデータを確実に保持することができます。 

ここでは、ボリュームやディスクグループの拡大についての基本情報を紹介します。詳しい手順については、

DSM ヘルプを参照してください。 

ボリュームサイズを変更してボリュームを拡張する 

RAID に複数のボリュームを作成する場合、それぞれのボリュームには指定したディスクグループの容量を割り

当てることができます。ボリュームに割り当てた容量を変更するには、ボリュームを選択して [編集] をクリッ

クしてください。 

ハードディスクを交換してボリュームまたはディスクグループを拡張する 

SHR、RAID 1、RAID 5、RAID 5+Spare、RAID 6 については、ハードディスクを大きい容量のものに交換する

ことでボリュームやディスクグループの容量を拡張できます。この方法で容量を拡張する場合は、ハードディス

クを 1 台ずつ交換してください。ハードディスクを 1 台交換する毎に、次のハードディスクに取り掛かる前に
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ボリュームまたはディスクグループを修復する必要があります。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照し

てください。 

最初に交換すべきハードディスクを確認するには、次の表を参照してください。 

RAID タイプ ハード ディスクの最小サイズ 

RAID 5 および RAID 6 

RAID 5 または RAID 6 ボリュームまたはディスク グループ

のハード ディスクを取り換える場合、まず最も小さいハー

ド ディスクから交換してください。RAID 5 ボリュームのス

トレージ容量は、（ハードディスクの数 – 1）x（最小サイ

ズのハードディスク）となります。一方、RAID 6 の場合

は、（ハードディスクの数 – 2）x（最小サイズのハードデ

ィスク）となります。要するに、ハード ディスクのスペー

スを最大限活用するためには、常に最小のハード ディスク

から取り換える必要があります。 

SHR (Synology Hybrid RAID) 

構成するすべてのハード ディスクがすべて同じ容量のとき

は、2 台以上のハード ディスクを取り換える必要がありま

す。そうしなければ、ボリュームが増設されません。  

構成ハード ディスクの容量が異なる場合は、新しく交換す

るハード ディスクは既存のハード ディスクの中で最も大き

いものと同等か、それよりも大きくなければなりません。

また、ハードディスク最大限に活用するために、まず小容

量の構成ハード ディスクから取り換えてください。 

ディスクを追加してボリューム または ディスクグループを拡張する 

SHR、JBOD、RAID 5、RAID 5+Spare、RAID 6 については、Synology NAS に予備のハードディスク ベイがあ

る場合は、ハードディスクを追加することによってボリュームやディスクグループを拡張することができます。

詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

交換用ハード ディスクの最小サイズについては、次の表をご参照ください。 

RAID タイプ ハード ディスクの最小サイズ 

SHR 

追加するハード ディスクの容量は、ボリュームまたはディ

スク グループのハード ディスクの中で最も大きいものと同

等か、それ以上でなければなりません。例えば、2 TB、1.5 

TB、1 TB の 3 つのハード ディスクで構成されるボリュー

ムの場合、新しいハードディスクは最低でも 2 TB のものを

準備してください。 

RAID 5、RAID 5+Spare、RAID 6 

追加するハード ディスクの容量は、ボリュームまたはディ

スク グループのハード ディスクの中で最も小さいものと同

等か、それ以上でなければなりません。例えば、2 TB、1.5 

TB、1 TB の 3 つのハード ディスクで構成されるボリュー

ムの場合、新しいハードディスクは最低でも 1 TB のものを

準備してください。 

RAID/ファイル システム スクラブ 

RAID/ファイル システム スクラブとは、ボリュームやディスク グループを検査して、データの不整合が検出さ

れた場合はそれを修正してくれるデータ維持機能です。RAID スクラブは、SHR（3 台以上のディスクで構成）、

RAID 5、RAID 6 が導入されたボリュームかディスク グループで使用できます。ファイル システム スクラブは、

Btrfs ファイル システムのボリュームで使用できます。  

データの整合性を維持し、ディスクの故障の場合、重要なデータの損失を避けるために、定期的に RAID/ファイ

ル システムのスクラビングを実行されることをお推めします。詳しくは、DSM ヘルプを参照してください。 
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SSD TRIM 

ボリュームが SSD (Solid State Drives) だけで構成されている場合は、SSD TRIM を有効にするようお勧めしま

す。この機能は、SSD 上に構築したボリュームの読み取り速度と書き込み速度を高め、効率を高めると同時に 

SSD の寿命も長くします。 

SSD TRIM を設定する前に、DSM ヘルプで詳しい手順と制限を確認してください。 

注意： 

 SSD TRIM 機能は一部の Synology NAS モデルと RAID タイプでしかご使用いただけません。 

 一部の SSD モデルは RAID 5 と RAID 6 ボリュームでは SSD TRIM を実行できません。互換リストについては、

www.synology.com をご覧ください。 

iSCSI Target と LUN 

iSCSI (Internet Small Computer System Interface) とは、Storage Area Networking (SAN) サービスの一種であり、

統合したブロックレベルのデータ ストレージにアクセスできます。iSCSI の主な用途は、イントラネットでデー

タを転送しやすくすることであり、離れた場所からストレージを管理することができます。  

ここでは、iSCSI Target と LUN についての基本情報を紹介します。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照

してください。 

iSCSI Target の管理 

[ストレージ マネージャ] の順に進みます。[iSCSI Target] タブをクリックして、Synology NAS の iSCSI Target 

を管理してください。iSCSI Target の最大数は、モデルにより異なります。詳しくは、「iSCSI LUN の管理」を

参照してください。 

iSCSI LUN の管理 

iSCSI LUN（論理ユニット番号）とは、iSCSI Target のアドレス可能な部分を意味します。iSCSI LUN は読取り

や書込みなどのストレージ操作を行うために、複数の iSCSI Target にマッピングできます。 

[ストレージ マネージャ] の順に進みます。[iSCSI LUN] タブをクリックして、Synology NAS の iSCSI LUN を

管理してください。iSCSI LUN の最大数は、モデルにより異なります。詳しい製品仕様は弊社のホームページを

ご覧ください。www.synology.com. 

iSCSI LUN のクローン 

LUN クロ1ーンを活用すると、ほぼ瞬時に LUN の複製を作成できます。システムを超えた操作を行うとき、生

産性を高めると共に、より容易に導入できるということを意味しています。LUN クローンは複製作成時にわず

かなスペースしか使用しません。 

[ストレージ マネージャ] の順に選択します。[クローン] ボタンをクリックして、iSCSI LUN の書き込み可能な

コピーを作成するか、iSCSI LUN のスナップショットを作成します。 

--------- 

1 LUN クローンとスナップショットは特定モデルでしかご利用いただけません。 

http://www.synology.com/
http://www.synology.com/
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iSCSI LUN のスナップショットの作成 

LUN スナップショット 1 を活用すると、システムの性能に影響を与えることなく、point-in-time テクノロジーを

使って 1 つの LUN につき最高で 256 個のスナップショットを作成することができます。貴重なストレージスペ

ースを効率的に使用できるだけでなく、保護レベルも向上します。また重要なデータを簡単に復元できるという

利点もあります。 

[ストレージ マネージャ] の順に選択します。[スナップショット] ボタンをクリックすると、iSCSI LUN スナッ

プショットが撮影されます。 

ハードディスクの管理 

[HDD/SSD] タブでは、ハード ディスクの性能や健康状態を管理、分析するオプションを使って、Synology 

NAS にインストールされているハード ディスクの状態を監視することができます。このタブを表示するには、

[ストレージ マネージャ] > [HDD/SSD] の順にクリックしてください。詳しい手順については、DSM ヘルプを参

照してください。 

書込みキャッシュ サポートを有効にする 

書き込みキャッシュサポートを有効にすると、Synology NAS の性能が向上します。この機能は特定のハード デ

ィスク モデルでしかサポートされていません。書き込みキャッシュサポートを使用している間は、データを保

護するために UPS デバイスをご使用になることを強くお勧めします。また使用後は毎回システムをシャットダ

ウンするようお薦めします。書き込みキャッシュを無効にすると、突然の停電によりデータが消失するリスクを

低減することができますが、システムの性能が劣化します。 

S.M.A.R.T. テストを実行する 

S.M.A.R.T. テストは、ハードディスクの状態を調査、報告してディスク不良の可能性を警告します。エラーが

検出されたら、直ちにディスクを交換するようお薦めします。タスクを作成すると、S.M.A.R.T テストを自動的

に実行するように予約できます。 

ディスク情報のチェック 

[ディスク情報] セクションには、ハードディスクのモデル名、シリアル番号、ファームウェアのバージョン、合

計サイズなどが表示されます。 

SSD キャッシュ 

SSD キャッシュ1 ドライブは RAID 0（読み取り専用）または RAID 1（読み書き）構成にインストール、マウン

トし、ボリュームの iSCSI LUN（通常ファイル）、または Synology サーバー上の iSCSI LUN（ブロックレベル）

を含め、ボリュームの読み取り速度を向上させることができます。[ストレージ マネージャ] > [SSD キャッシュ] 

を選択すると、1つの SSD で読み取り専用キャッシュを作成したり、SSD をマウントしたり、互換性を確認し

たり、関連情報を確認したりすることができます。 

SSD のインストールについては、Synology サーバーのクイック インストール ガイドを参照してください。

SSD 管理についての詳細は、DSM ヘルプをご覧になるか、Synology SSD キャッシュ白書をご参照ください。 

--------- 

1 SSD キャッシュは特定のモデルでしかサポートされていません。詳細は、www.synology.com をご覧ください。 

http://www.synology.com/
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Hot Spare 

「Hot Spare 1ディスク」とは、劣化したボリューム/ディスク グループ/iSCSI LUN で故障したディスクを自動的

に交換して補修するための予備のハードディスクのことです。Hot Spare ディスクは、ボリューム/ディスク グ

ループ/iSCSI LUN が次の条件を満たす場合、全体的に割り当てて、Synology NAS 内のボリューム/ディスク グ

ループ/iSCSI LUN を保護することができます。 

 ボリューム/ディスク グループ/iSCSI LUN の RAID タイプが、データ保護を備えていること（例：RAID 1、

RAID 5、RAID 6、RAID 10）。 

 Hot Spare ディスクのサイズが、必ずボリューム/ディスク グループ/iSCSI LUN で最小のディスクのサイズと

同じ、またはそれ以上のサイズであること。 

Hot Spare の管理 

[ストレージ マネージャ] > [Hot Spare] > [管理] の順に選択し、Hot Spare ディスクを管理してください。詳し

くは、DSM ヘルプを参照してください。 

外部ディスクの管理 

外付け USB または eSATA ディスクを Synology NAS の USB ポートか eSATA ポートに取り付けると、バック

アップまたはファイル共有ができます。2 

[コントロール パネル] > [外部デバイス] を選択して、接続されている外部ディスクを管理したり、プリンタを設

定したりします。[外部デバイス] タブには、デバイス情報を確認したり、フォーマットを変更したり、デバイス

を取り出したりするためのオプションがあります。[プリンタ] タブには、USB やネットワークプリンタを設定

するためのオプションがあります。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

--------- 

1 Hot Spare 機能は特定モデルでしかご使用いただけません。 

2 eSATA は特定のモデルのみに対応しています。詳細情報については、www.synology.com をご参照ください。 

http://www.synology.com/
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Chapter  

第 6 章：RAID Group でストレージ スペースを管理

する1 

Synology NAS で機能やサービスをご利用になる前に、RAID Group を作成し、ストレージ スペースを管理して

ください。この章では、RAID Group、ボリューム、iSCSI LUN および iSCSI Target の作成と管理、および外部

ディスクへのアクセス、ハードディスクまたはキャッシュの管理について説明します。詳しくは、DSM ヘルプ

を参照してください。 

RAID Group の管理 

Synology NAS では、複数のハードディスクを「RAID Group」と呼ばれる 1 つのストレージ単位にまとめるこ

とができます。ボリューム（最大 200 TB）または iSCSI LUN（ブロックレベル）は、RAID Group の最上層に

作成できます。RAID Group を作成する前に、Synology NAS に十分な数のハードディスクが搭載されているこ

とを確認してください（ハードディスクの装着については、Synology NAS のクイック インストール ガイドを

お読みください）。 

 

RAID Group の作成 

RAID Group を構築するには、[ストレージ マネージャ] > [RAID Group] を選択し、[作成] をクリックします。

RAID Group の構築手順は、DSM ヘルプを参照してください。 

--------- 

1 特定のモデルのみが使用できます。詳細情報については、www.synology.com をご参照ください。 

http://www.synology.com/
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RAID Group の種類 

Synology NAS は、次のタイプの RAID Group に対応しています。 

 1 つのボリュームまたは iSCSI LUN（ブロックレベル）の RAID Group 

 使用可能な容量をすべて 1 つのボリュームまたは iSCSI LUN（ブロックレベル）に割り当てます。 

 性能は高まりますが、管理上の柔軟性に欠けます。 

 ボリューム上に複数の iSCSI LUN（通常ファイル）を作成できます。 

 最大で 1 つの RAID アレイに対応します。 

 割り当て可能なボリュームのサイズは、最大 200 TB までです。 

 複数のボリュームまたは iSCSI LUN（ブロックレベル）の RAID Group 

 RAID Group 上で複数のボリュームまたは iSCSI LUN（ブロックレベル）を作成できます。 

 管理上の柔軟性が高まります。 

 ボリューム上に複数の iSCSI LUN（通常ファイル）を作成できます。 

 1 つの RAID Group に複数の RAID アレイを作成できます（RAID 5 または RAID 6 に構成する場合）。 

RAID タイプ 

使用可能なハードディスクの数によって、異なる RAID タイプの RAID Group を作成できます。RAID タイプ毎

に、性能、データ保護、ストレージ機能のレベルが異なります。Synology NAS は次のタイプの RAID に対応し

ています1｡ 

RAID タイプ HDD の数 
許容可能な障

害 HDD の数 
説明 容量 

Basic 1 0 
1 台のハードディスクでストレージ スペースを作

成します。 

1 x（HDD サイ

ズ） 

JBOD ≧ 1 0 
複数のハードディスクを組み合わせて、1 つの大

型ストレージ スペースにします。 

HDD サイズの合

計 

RAID 0 2-12 0 

RAID 0 はデータをブロックに分けて、複数のハ

ードドライブにまたがってデータ ブロックを書き

込むストライピングを行いますが、安全性に欠け

ます。 

HDD サイズの合

計 

RAID 1 2-4 
（HDD の数） 

- 1 

ミラー化したデータのコピーを各ハードドライブ

に書き込みますので、1 台のハードディスクが正

常に機能している限りデータの冗長性と保護が保

証されます。 

HDD の最小サイ

ズ 

RAID 5 
3-12/RAID 

アレイ 

各 RAID アレ

イに 1 HDD 

データとパリティ情報の両方をすべてのディスク

にわたってストライピングし、データの冗長性を

保証します。1 台のハードディスクが故障して

も、システムは他のハードディスク上にあるパリ

ティ情報を使って再構築することが可能です 

複数のボリュームまたは iSCSI LUN（ブロックレ

ベル）を持つ 1 つの RAID Group を作成するため

に、複数の RAID アレイを組み合わせることがで

きます 

組み合わせた 

RAID アレイの合

計容量。  

RAID アレイの容

量 =（HDD # - 

1）x（最小 HDD 

の容量）。 

--------- 

1 Synology Hybrid RAID (SHR) は RAID Group を持つモデルではサポートされません。 
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RAID タイプ HDD の数 
許容可能な障

害 HDD の数 
説明 容量 

RAID 6 
4-12/RAID 

アレイ 

各 RAID アレ

イに 2 HDD 

RAID 6 は、特別なデータ保護を提供します。パ

リティモードを使用して、冗長データを 2つのデ

ィスクと同等のサイズのスペースに補間して後の

データ復元に役立てます。 

複数のボリュームまたは iSCSI LUN（ブロックレ

ベル）を持つ 1 つの RAID Group を作成するため

に、複数の RAID アレイを組み合わせることがで

きます 

組み合わせた 

RAID アレイの合

計容量。  

RAID アレイの容

量 =（HDD # - 

2）x（最小 HDD 

の容量） 

RAID 10 

4-12/RAID 

アレイ 

（偶数） 

各 RAID 1 グル

ープ内に 1 

HDD / 合計 

HDD の半分 

RAID 0 の性能と、RAID 1 レベルのデータ保護を

可能にします。RAID 10 は、2 台のハードドライ

ブを 1 つの RAID 1 グループに結合し、すべての

グループを RAID 0 と結合します。 

（HDD の数 / 2）

x（HDD の最小サ

イズ） 

RAID タイプの変更 

既存の RAID Group の RAID タイプは、既存のデータを消失させることなく変更できます。ですから、ストレー

ジ容量を手軽に、経済的に管理することができます。RAID Group の RAID タイプを変更するには、Synology 

NAS にハードディスクがインストールされている必要があります。次の表は、RAID 変更に対応するタイプを表

示しています。RAID タイプの変更については、DSM ヘルプを参照してください。 

RAID タイプ 変更できるタイプ... 

Basic  RAID 1 から RAID 5 へ 

RAID 1 RAID 5 

RAID 5 RAID 6 

RAID 1 ミラー ディスク追加  

RAID Group の修復 

グループに属する 1 台のハードディスクが故障した場合、RAID Group の状態は [劣化] に変わります。RAID 

Group が次のいずれかのタイプの RAID であれば、故障したハードディスクを交換し、RAID Group を修復して

ください。RAID 1、RAID 5、RAID 6、RAID10。  

RAID Group の修復については、DSM ヘルプを参照してください。 

RAID Group の拡張 

RAID Group のストレージ容量は、ハードディスクの数を増やしたり、容量の大きいハードディスクを追加する

ことで徐々に拡大できます。この機能を使用すると、予算に応じて RAID Group の容量を拡大していくことが可

能になるため、大切なデータを確実に保持することができます。  

ここでは、RAID Group の増設についての基本的な説明をします。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照

してください。 

大きい容量のハードディスクを装着して RAID Group を拡張する 

RAID Group のストレージ容量は、既存のハードディスクを大容量のものと交換することによって拡張できます。

この機能は、次の RAID 1､RAID 5､RAID 6 で使用できます。1 つのボリューム、または iSCSI LUN 用の RAID 

Group 上の関連ボリューム、または iSCSI LUN は自動的に拡張されます。 
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別のハードディスクを装着して RAID Group を拡張する 

RAID Group の容量は、別のハードディスクを追加することにより拡張できます。この機能は、JBOD、RAID 5、

RAID 6 でご使用いただけます。  

合計容量が 64TB 以下の RAID Group の場合、システムが自動的にその容量を拡張します。合計容量が 64TB 以

上の RAID Group の場合は、[管理] > [拡張] をクリックして RAID Group の容量を拡張します。 

RAID/ファイル システム スクラブ 

RAID/ファイル システム スクラブとは、ボリュームやディスク グループを検査して、データの不整合が検出さ

れた場合はそれを修正してくれるデータ維持機能です。RAID スクラブは、SHR（3 台以上のディスクで構成）、

RAID 5、RAID 6 が導入されたボリュームかディスク グループで使用できます。ファイル システム スクラブは、

Btrfs ファイル システムのボリュームで使用できます。データの整合性を維持し、ディスクの故障の場合、重要

なデータの損失を避けるために、定期的に RAID/ファイル システムのスクラビングを実行されることをお推め

します。 

RAID/ファイル システム スクラブを実行する方法については、DSM ヘルプを参照してください。 

ボリュームの管理 

ボリュームとは、共有フォルダ、iSCSI LUN（通常ファイル）を作成したり、データを保存したり、パッケージ

をインストールするために使用される基本的なストレージ スペースのことです。Synology NAS でボリュームを

作成する前に、1 つ以上の RAID Group を作成しておいてください。 

ボリュームの作成 

ボリュームを作成するには、[ストレージ マネージャ] > [ボリューム] を選択し、[作成] をクリックします。詳し

い手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

ボリュームのタイプ 

RAID Group のタイプによって、次のタイプのボリュームを作成できます。 

 1 つのボリュームまたは iSCSI LUN（ブロックレベル）で構成される RAID Group 上のボリューム 

 RAID Group 上の全ストレージ領域を 1 つのボリュームに割り当てます。性能は高まりますが、管理上の柔

軟性に欠けます。 

 ボリューム上に複数の iSCSI LUN（通常ファイル）を作成できます。 

 複数のボリュームまたは iSCSI LUN（ブロックレベル）で構成される RAID Group 上のボリューム 

 RAID Group に指定した割合の容量を割り当ててボリュームを作成します。管理上の柔軟性が高められ、必

要に応じてボリュームのサイズを拡張したり、ボリュームを追加したりすることができます。 

 ボリューム上に複数の iSCSI LUN（通常ファイル）を作成できます。 

ボリュームの編集 

ボリュームの説明を変更したり、割り当てたメモリ量を変更したりするには、[ストレージ マネージャ] > [ボリ

ューム] を選択し、ボリュームを選択した後で [編集] をクリックします。 

劣化したボリュームの補修 

ボリュームが [劣化] 状態になった場合は、[ストレージ マネージャ] > [RAID Group] を選択し、RAID Group の

状態の下に表示される説明に従ってください。詳しくは、DSM ヘルプを参照してください。 
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SSD TRIM 

ボリュームが SSD (Solid State Drives) だけで構成されている場合は、SSD TRIM を有効にするようお勧めしま

す。この機能は、SSD 上に構築したボリュームの読み取り速度と書き込み速度を高め、効率を高めると同時に 

SSD の寿命も長くします。 

SSD TRIM を設定する前に、DSM ヘルプで詳しい手順と制限を確認してください。 

注意： 

 SSD TRIM 機能は一部の Synology NAS モデルと RAID タイプでしかご使用いただけません。 

 一部の SSD モデルは RAID 5 と RAID 6 ボリュームでは SSD TRIM を実行できません。互換リストについては、

www.synology.com をご覧ください。 

iSCSI LUN の管理 

iSCSI はデータ ストレージの設備を結ぶ、インターネット プロトコル ベースのストレージ ネットワーキング規

格です。iSCSI は LAN、WAN、インターネット上でのデータ転送を可能にします。iSCSI Target と iSCSI LUN 

をマッピングすると、クライアント サーバーはまるでローカル ディスクにアクセスするかのように、ストレー

ジ サーバー上のスペースにアクセスできます。 

iSCSI LUN のタイプ 

Synology NAS は、現在次のタイプの iSCSI LUN に対応しています。 

 iSCSI LUN（通常ファイル）：このタイプの iSCSI LUN は、ボリュームの一部として作成されます。必要に

応じて、いつでも拡張できます。このタイプの iSCSI LUN は、Thin Provisioning によりダイナミックな容量

管理を行います。 

 iSCSI LUN（ブロックレベル）：このタイプの iSCSI LUN は RAID Group 上で作成され、最適化されたアク

セス速度でダイナミックに容量を管理することができます。RAID Group の割り当てられていないスペースを

使用して、この種類の iSCSI LUN を拡張することができます。 

iSCSI LUN の作成、編集、削除 

iSCSI LUN を管理するには、[ストレージ マネージャ] > [iSCSI LUN] を選択します。iSCSI LUN の作成、変更、

削除については、DSM ヘルプを参照してください。 

iSCSI Target の管理 

iSCSI Target と iSCSI LUN をマッピングすると、クライアント サーバーはまるでローカル ディスクにアクセス

するかのように、ストレージ サーバー上のスペースにアクセスできます。実際には、ディスクに転送されるす

べてのデータはネットワーク経由でストレージサーバーに転送されます。 

iSCSI Target の作成、編集、削除 

iSCSI Target を管理するには、[ストレージ マネージャ] > [iSCSI Target] を選択します。iSNS サーバーの情報

を作成、編集、削除、登録する手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

http://www.synology.com/
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ハードディスクの管理 

ストレージ マネージャの「HDD/SSD」セクションでは、Synology NAS にインストールされているハード ディ

スクの状態を監視し、ハード ディスクの性能と健康状態を管理、分析するオプションを設定できます。このセ

クションを表示するには、[ストレージ マネージャ] > [HDD/SSD] の順にクリックしてください。 

書込みキャッシュ サポートを有効にする 

モデルによっては、書き込みキャッシュ サポートを有効にすることによって、Synology NAS の性能を高めるこ

とができます。書き込みキャッシュを無効にすると、突然の停電によりデータが消失するリスクを低減すること

ができますが、システムの性能が劣化します。書き込みキャッシュ サポートの設定を変更するには、[ストレー

ジ マネージャ] > [HDD/SSD] の順にクリックしてください。 

書き込みキャッシュ サポートを有効にする場合は、データを確実に保護するために UPS をご使用になることを

お勧めします。また使用後は毎回システムをシャットダウンしてください。  

S.M.A.R.T. テスト 

S.M.A.R.T. テストは、ハードディスクの状態を調査・報告して、ディスク不良の可能性を警告します。

S.M.A.R.T. テストを実行するには、[ストレージ マネージャ] > [HDD/SSD] を選択します。S.M.A.R.T. テストに

ついての詳細は、DSM ヘルプを参照してください。 

Hot Spare 

Hot Spare ディスクとは、劣化した RAID Group で故障したディスクを自動的に交換して補修するための予備の

ハードディスクのことです。Hot spare ディスクは特定の RAID Group に割り当てる必要はありませんが、

Synology NAS 内のどの RAID Group も補修できるようにグローバルに割り当てられています。Hot spare ディ

スクを割り当てる前に、次の必要条件を確認してください。 

 ボリューム/ディスク グループ/iSCSI LUN の RAID タイプが、データ保護を備えていること（例：RAID 1、

RAID 5、RAID 6、RAID 10）。 

 Hot Spare ディスクのサイズが、必ずボリューム/ディスク グループ/iSCSI LUN で最小のディスクのサイズと

同じ、またはそれ以上のサイズであること。 

Hot Spare の管理 

Hot Spare ディスクを割り当て、削除、管理するには、[ストレージ マネージャ] > [Hot Spare] を選択してくだ

さい。Hot Spare の管理については、DSM ヘルプを参照してください。 

ストレージの概要 

ストレージの概要には、インストールしたハードディスクの状態、ケーブル接続、ハードウェア状態ライトが表

示されます。ストレージの概要を見るには、[ストレージ マネージャ] > [ストレージの概要] を選択します。この

セクションの詳しい説明は、DSM ヘルプを参照してください。 
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SSD キャッシュ 

SSD キャッシュ ドライブは RAID 0（読み取り専用）または RAID 1（読み書き）構成にインストール、マウン

トし、ボリュームの iSCSI LUN（通常ファイル）、または Synology サーバー上の iSCSI LUN（ブロックレベル）

を含め、ボリュームの読み取り速度を向上させることができます。[ストレージ マネージャ] > [SSD キャッシュ] 

を選択すると、1つの SSD で読み取り専用キャッシュを作成したり、SSD をマウントしたり、互換性を確認し

たり、関連情報を確認したりすることができます。 

SSD のインストールについては、Synology サーバーのクイック インストール ガイドを参照してください。ま

た、SSD の管理については、DSM ヘルプを参照してください。 

外部ディスクの管理 

外付け USB または eSATA ディスクを Synology RackStation の USB ポートか eSATA ポートに取り付けると、

バックアップまたはファイル共有ができます。1 

[コントロール パネル] > [外部デバイス] を選択して、接続されている外部ディスクを管理したり、プリンタを設

定したりします。[外部デバイス] タブには、デバイス情報を確認したり、フォーマットを変更したり、デバイス

を取り出したりするためのオプションがあります。[プリンタ] タブには、USB やネットワークプリンタを設定

するためのオプションがあります。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

--------- 

1 eSATA は特定のモデルのみに対応しています。詳細情報については、www.synology.com をご参照ください。 

http://www.synology.com/
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Chapter  

第 7 章：インターネットから Synology NAS へのア

クセス 

Synology NAS をインターネットに接続すると、いつでも場所を選ばずにそのサービスを利用できるようになり

ます。 

この章では、Synology EZ-Internet ウィザードの使い方、高度なポート転送機能、Synology NAS をインターネ

ットに接続するための DDNS ホストネームの登録等について説明します。詳しい手順については、DSM ヘルプ

を参照してください。 

EZ-Internet ウィザードを使う 

EZ-Internet ウィザードでは、インターネット経由でアクセスするための設定を行います。複雑なファイアフォ

ールの設定、PPPoE の設定、DDNS 登録、ルーターポート転送設定などを行う必要はありません。 
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ルーターのポート転送規則の設定 

Synology NAS がローカル ネットワーク上に存在する場合は、ルーターにポート転送規則を設定して Synology 

NAS をインターネット経由でアクセスできるようにできます。 

注意：開始する前には、Synology NAS に固定 IP アドレスが手動で割り当てられているか確認してください。詳し

くは、「ネットワーク インターフェイス」を参照してください。 

[コントロール パネル] > [外部アクセス] > [ルーターの設定] の順に進み、ルーターとポート転送規則を設定しま

す。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

注意：ポート転送規則を設定して、固定 IP アドレスを割り当てるには、ルーターへの管理者権限が必要です。 

ルーターの設定 

DSM でポート転送規則を追加する前に、Synology NAS デバイスとルーターの接続を行う必要があります。作

業を開始する前に、[ルーターの設定] ボタンをクリックしてください。 

ポート転送規則の追加 

ポート転送規則を追加して、特定のルーターポートからパッケージを受信する Synology NAS のポートを指定し

ます。[作成] をクリックしてポート転送規則を作成してください。 

Synology NAS の DDNS を登録する 

DDNS (Dynamic Domain Name Service) は、ホスト名をその IP アドレスにマップすることで、インターネット

を使って簡単に Synology NAS に接続できるようにします。例えば、DDNS はドメイン名（例：

www.john.synology.me）を使って Synology NAS へのアクセスを許可します。IP アドレス（例：172.16.254.1）

を覚えておく必要はありません。 

サービス必要条件 

 DDNS サービス プロバイダのサーバーが正常に作動していること。 

 Synology NAS がインターネットに接続可能であること。 

 DDNS は、プロキシサーバーを必要としないネットワーク環境においてのみ使用できます。 

 1 つの DDNS プロバイダにつき、1 個のホスト名しか入力できません。 

Synology NAS の DDNS ホスト名を登録 

[コントロール パネル] > [外部アクセス] > [DDNS] の順に選択します。Synology NAS の IP アドレスの既存のホ

スト名を指定するか、Synology または他の DDNS プロバイダが提供する IP アドレスを登録することができま

す。ホスト名の登録については、それぞれのプロバイダにお尋ねください。 
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QuickConnect で DSM サービスにアクセスする 

QuickConnect はポート転送規則を設定しなくても、クライアントアプリケーション（DS file、Cloud Station ユ

ーティリティ、DS audio など）がインターネットを介して Synology NAS に接続できるようにするためのソリ

ューションです。[コントロール パネル] > [QuickConnect] の順に選択し、QuickConnect サービスを管理しま

す。QuickConnect についての詳細は、DSM ヘルプを参照してください。 
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VPN 接続の設定 

VPN Server は Synology NAS を PPTP､OpenVPN､ L2TP/IPSec VPN (virtual private network) サーバーに変えて、

DSM ローカル ユーザーがインターネットを介して Synology NAS の LAN で共有されるリソースにアクセスで

きるようにするアドオン パッケージです。 

 

VPN Server として Synology NAS を設定する 

VPN Server を Synology NAS にインストールするには、[パッケージ センター] を選択します。VPN Server に

ついての詳細は、パッケージを起動して、右上隅にある [DSM ヘルプ] ボタン（クエスチョンマークが付いてい

ます）をクリックしてください。 

Synology NAS を VPN Server に接続する 

[コントロール パネル] > [ネットワーク] > [ネットワーク インターフェイス] を選択し、Synology NAS を VPN 

クライアントとして設定して VPN サーバーに接続すると、VPN にアクセスできるようになります。各 VPN サ

ーバー用に接続プロファイルを作成するか、または編集すると、そのプロファイルを使ってワンクリックでサー

バーに接続できるようになります。 

注：Synology NAS を同時に VPN サーバーとクライアントとして設定することはできません。 
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Chapter  

第 8 章：インターネットセキュリティの強化 

Synology NAS でインターネットが利用できるようになったら、インターネットハッカーからの攻撃を阻止する

ためのセーフガードが必要となります。 

この章では、ファイアウォールの設定、DoS 防御を有効にする方法、自動ブロックを有効にする方法などにつ

いて説明します。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

ファイアウォールで不正アクセスを阻止 

組み込み式ファイアウォールは、不正ログインを防ぎ、アクセス可能なサービスを制御します。さらに、特定の 

IP アドレスからのネットワークポートへのアクセスを許可/拒否することができます。 

[コントロール パネル] > [セキュリティ] > [ファイアウォール] > [規則を編集] を選択し、[作成] をクリックして

ファイアウォール規則を作成します。 

ファイアウォール規則をポートに適用する 

[ポート] セクションでは、次のオプションを使ってすべてのポート、または選択したポートにファイアウォール

規則を適用します。 

 すべて:このオプションを選択すると、Synology NAS のすべてのポートに規則を適用します。 

 組み込みアプリケーションの一覧から選択：規則に含めるシステムサービスを選択します。 

 カスタマイズ：ポートのタイプとプロトコルを指定して、カスタムポート番号を入力します。 

コンマ区切り、またはポート範囲を指定して最大 15 個のポートを入力できます。 

ファイアウォール規則をソースの IP アドレスに適用する 

[ソース IP] セクションでは、次のオプションを使ってソース IP アドレスからのアクセスを許可するか、拒否す

るかを選択します。 

 すべて:このオプションを選択すると、すべての IP アドレスに規則を適用します。 

 特定 IP：このオプションを選択すると、ひとつの IP アドレスに規則を適用します。 

 地域：このオプションを選択すると、ひとつの地域に規則を適用します。 

インターネット攻撃を阻止する 

DoS（サービス拒否攻撃）保護は、インターネット上の悪意のある攻撃を防御します。[コントロール パネル] > 

[セキュリティ] > [保護] を選択して、DoS 防御を有効にしてネットワークのセキュリティを高めてください。 
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疑いのある不正ログインを自動ブロック 

自動ブロックを使用すると、不正なログインを阻止できます。このサービスを有効にした後、ログインの失敗回

数が多い IP アドレスがブロックされます。[コントロール パネル] > [セキュリティ] > [自動ブロック] の順に選

択して、ブロックリストを作成、管理した後、リストを有効にします。 
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Chapter  

第 9 章：ファイル共有の設定 

Synology NAS をローカル ネットワークまたはインターネットでファイル共有センターとして設定すると、ユー

ザーがいつでも、どこからでもアクセスできるようになります。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照し

てください。 

この章では、すべてのプラットフォームでファイル共有プロトコルを有効にする、ユーザーとグループを作成し

て管理する、共有フォルダを設定して特定のユーザー/グループに対する共有フォルダ、アプリケーションまた

はサブフォルダにアクセスを許可/拒否する方法について説明します。 

すべてのプラットフォームのファイル共有プロトコルを有効に

する 

ここでは、Synology NAS がすてべのプラットフォームに対してファイル共有プロトコルをサポートする方法に

ついて説明します。 

Synology NAS がサポートするファイル共有プロトコル： 

 Windows の場合：SMB/CIFS（マイ ネットワーク）、FTP、WebDAV 

 Mac の場合：SMB、FTP、AFP、WebDAV 

 Linux の場合：SMB、FTP、NFS、WebDAV 

 

Synology NAS をドメイン/LDAP に接続する 

[コントロール パネル] > [ドメイン/LDAP] を選択し、Windows ドメインまたは LDAP クライアントとして 

Synology NAS をディレクトリ サービスに繋ぎます。Synology NAS をディレクトリ サービスに追加すると、ド
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メイン/LDAP ユーザーの共有フォルダや DSM アプリケーションへのアクセス権を管理して、ホーム サービス

を有効にすることができます。 

 

Windows ドメインに付加 

[ドメイン] タブをクリックしてドメイン名と DNS サーバー（任意）を入力すると、Synology NAS を Windows 

ADS ドメインに付加することができます。表示されるウィンドウで、ドメインサーバー管理者用のユーザー名

とパスワードを入力してください。 

Synology NAS のドメイン参加が完了すると、ドメインユーザーは、ドメインアカウントとパスワードで 

Synology NAS にログインできます。 

注意： 

 ドメインユーザー名に「%」や「$」が含まれていると自分のホームホルダーにアクセスできない場合がありま

す。その場合は、ドメイン管理者に新しいユーザー名を要請してください。 

 [Domain Admins] と [Enterprise Admins] のドメイングループは、ローカルグループ administrators に自動的

に追加されます。つまり、これらグループのドメインユーザーには、DSM/CIFS/FTP/AFP/WebDAV アプリケーシ

ョンの実行を含む Synology NAS への管理者権限があります。 

 また、Synology NAS の共有フォルダへアクセスする権限をドメインユーザーに設定することもできます。詳しく

は、「ドメインユーザー/グループに共有フォルダへのアクセスを許可する」を参照してください。  

LDAP サーバーとのバインディング 

LDAP は Synology NAS を LDAP クライアントとして既存のディレクトリサービスに追加し、LDAP サーバー

（または「directory server」）からユーザー情報やグループ情報を取得できるようにします。プロファイル オ

プションには、標準（Synology Directory Server または Mac Open Directory）、IBM Lotus Domino サーバー、

自分のプロファイル設定をカスタマイズするなどがあり、異なるタイプの LDAP サーバーに接続できます。

DSM ローカルユーザーやグループで行う場合と同じように、LDAP ユーザーまたはグループの DSM アプリケ

ーションや共有フォルダへのアクセス権を管理することができます。 
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Directory Server によるホスト LDAP サービス 

Directory Server は LDAP バージョン 3 (RFC2251) を基にしたアドオン パッケージです。これは Synology NAS 

をアカウント管理センターにして、接続しているすべてのクライアントのアカウント管理を中央化し、それらに

認証サービスを適用します。 

また、Google Apps シングル サインオンを有効にすると、Directory Server が Google Apps ドメイン の ID プ

ロバイダーになります。これにより、Directory Server に保存された自分のアカウントとパスワードで Google 

Apps サービス（Gmail や Google Calendar）にログインすることが可能になり、別のアカウントとパスワード 

セットを覚える必要がありません。 

 

Directory Server を Synology NAS にインストールするには、[パッケージ センター] を選択します。Directory 

Server についての詳細は、DSM ヘルプを参照してください。LDAP クライアントで Directory Server にアクセ

スする方法については、このチュートリアルをご覧ください。 

https://www.synology.com/knowledgebase/tutorials/638
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ユーザーとグループの管理 

[コントロール パネル] > [ユーザー] または [グループ] の順に移動して、ユーザーとグループを作成し、異なる

共有フォルダへのアクセスを許可/拒否します。 

 

ユーザーの作成 

[作成] をクリックしてユーザーアカウントを作成します。ユーザーは、ユーザーアカウントが作成された後でロ

グインして、本人のアカウント情報を編集することができます。アカウントの有効期限を設定したり、ユーザー

によるアカウントのパスワード変更を無効にしたりできます。 

セルフサービス パスワード リセットを許可する 

ユーザーが Eメールを介して忘れたパスワードをリセットできないようにするには、[パスワードの設定] をクリ

ックし、[アカウントパスワードの変更をユーザーに許可しない] にチェックマークを付けます。このオプション

を有効にすると、DSM ログイン ページに [パスワードを忘れた場合] というリンクが表示されます。パスワード

を忘れた場合は、このリンクをクリックしてユーザー名を入力してください。システムからそのユーザーに対し

て、忘れたパスワードをリセットするためのリンクが記載されたメッセージが送信されます。 

詳しい手順と注意については、DSM ヘルプを参照してください。 

パスワード強度ルールを適用する 

DSM ユーザーのパスワードが不正ログイン行為に確実に耐えられるように、パスワードの強度サービスを有効

にすることができます。[パスワード設定] をクリックして、パスワードの有効度を設定します。 

注意： 

 パスワード強度ルールは、パスワード強度サービスが有効にした後に作成または変更したパスワードの対しての

み機能します。既存のパスワードはルールによる影響を受けません。 

 ルールは、ユーザーリストをインポートして作成したユーザーのパスワードには適用されません。 
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ユーザーのホームフォルダを作成 

各 DSM ユーザー（guest を除く）は個人用のフォルダ、home フォルダを持つことができます。そのユーザー

およびシステム管理者だけがアクセスできます。[ユーザーホーム] をクリックして、ユーザーホームサービスを

有効にします。 

administrators グループに属しているユーザーの場合、DSM ユーザーの home フォルダは次の場所にあります。

homes/[ユーザー名] 

注意： 

 ユーザーホームサービスを無効にすると、homes フォルダは削除されませんが、administrators グループに属す

るユーザーしかアクセスできなくなります。ユーザーは、ユーザーホームサービスを再度有効にすると自分のホ

ームフォルダにアクセス可能になります。 

 homes フォルダを削除する場合は、ユーザーホームサービスを無効にしてから行ってください。 

ドメイン/LDAP ユーザーのホームフォルダを作成 

Synology NAS を Windows ドメインまたは LDAP クライアントとしてディレクトリ サービスに繋いである場合

は、[コントロール パネル] > [ドメイン/LDAP] > [ドメイン] または [LDAP] を選択して、ドメイン/LDAP ユーザ

ーのホーム フォルダを作成します。[ユーザーホーム] をクリックして、[ドメインユーザーのホームサービスを

有効にする] または [LDAP ユーザー向けにホームサービスを有効にする] にチェックマークを付けます。 

ローカルユーザーと同様、ドメイン/LDAP ユーザーはすべて、CIFS、AFP、FTP、WebDAV、File Station 経由

で自分のフォルダにアクセスできます。administrators グループに属しているユーザーは、homes デフォルト

共有フォルダにあるすべての個人用フォルダにアクセスすることができます。administrators グループに属す

るユーザーの場合は、ドメイン/LDAP ユーザーのホーム フォルダは「@DH-ドメイン名」（ドメインユーザー）

または「@LH-FQDN 名」（LDAP ユーザー）という名前のフォルダにあります。ユーザーのホームフォルダの

名前には、ユーザーアカウントの後ろに個別の番号が付けられます。 

注意： 

 「homes」共有フォルダを削除する場合は、ユーザーホームサービスを無効にしてから行ってください。 

 ドメイン/LDAP ユーザーのホームサービスを有効にすると、ローカルユーザーのホームサービスも有効にします

（有効になっていない場合）。 

 ローカルユーザーのホームサービスを無効にするとドメインユーザーのホームサービスも無効になります。 

グループ作成 

[コントロール パネル] > [グループ] の順に移動して、グループを作成 編集、グループにユーザーを追加、グル

ープの権限を編集して、ひとつづつユーザーを編集する時間を節約します。 

デフォルトで作成されるグループ： 

 administrators：administrators グループに属しているユーザーには、admin と同じ管理権限があります。 

 users：すべてのユーザーは users グループに属しています。 

注：共有フォルダやアプリケーションへのグループのアクセス権限を変更する方法については、「ユーザー/グルー

プに共有フォルダへのアクセスを許可する」と「ユーザーにアプリケーションへのアクセスを許可する」を参照し

てください。 

ユーザーにアプリケーションへのアクセスを許可する 

[コントロール パネル] > [グループ] > [編集] > [アプリケーション] を選択し、ユーザーがアクセスできるアプリ

ケーションを決定します。 
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共有フォルダの設定 

[コントロール パネル] > [共有フォルダ] の順に進み、Synology NAS のルートフォルダである共有フォルダを管

理します。共有フォルダにデータを保存したり、ユーザーまたはグループでアクセス権限を共有したりできます。 
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システム作成の組み込み式共有フォルダ 

システム生成の共有フォルダは、フォルダに必要なサービスまたはアプリケーションが有効になると作成されま

す。 

名前 説明 

public Synology NAS の最初のシステム設定が終了すると、public フォルダが自動的に作成されます。1 

web 
web フォルダにはあなたの Web サイトのコンテンツが保存されます。これは、Web Station を有効にする

と、自動生成されます。  

画像 
photo フォルダには、Photo Station で共有する写真やビデオが格納されます。これは、Photo Station また

は DLNA/UPnP メディア サーバーを有効にすると自動生成されます。  

音楽 
music フォルダには、Audio Station で共有する音楽が保存されます。これは、Audio Station を有効にする

と自動生成されます。  

動画 
video フォルダには、DLNA/UPnP DMA 経由で表示するビデオが格納されます。これは、メディア サーバ

ーを有効にすると自動生成されます。  

監視 

surveillance フォルダには Surveillance Station の記録が保存されます。このフォルダは、Surveillance 

Station が有効な場合は自動的に作成されます。これは読み込み専用であり、システム管理者しかアクセス

できません。  

home 
home フォルダは、各ユーザーが自分しかアクセスできないデータを格納する個人用のスペースを提供しま

す。このフォルダは、ユーザー ホームを有効にすると自動生成されます。  

homes 

homes フォルダには、すべてのユーザーのホームフォルダが格納されます。このフォルダは、ユーザー ホ

ームを有効にすると自動生成されます。システム管理者だけがアクセスでき、すべてのユーザーの home フ

ォルダを管理します。  

NetBackup NetBackup フォルダは、ネットワークバックアップサービスを有効にすると自動生成されます。  

usbshare 
usbshare [番号] フォルダは、USB ディスクを Synology NAS デバイスの USB ポートに接続すると自動生

成されます。  

esatashare 
esatashare フォルダは、eSATA ディスクを Synology NAS デバイスの eSATA ポートに接続すると自動生

成されます。 

共有フォルダの作成 

administrators グループに属するユーザーは、[作成] をクリックして共有フォルダを作成したり、フォルダへ

のアクセス権を割り当てたりすることができます。 

共有フォルダの削除 

administrators グループに属するユーザーは、[削除] をクリックするとユーザー自身で作成した共有フォルダ

を削除することができます。 

重要：共有フォルダを削除すると、フォルダ内のデータもすべて削除されます。データが必要な場合は、バックア

ップしてから実行してください。 

--------- 

1 この説明は、1 ベイモデルを対象としています。 
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共有フォルダの暗号化 

共有フォルダを有効にｓると、暗号化するかどうかを選択できます。1フォルダを暗号化した後は、[暗号化] ド

ロップダウンメニューを使ってフォルダを編集します。 

AES 256 ビット暗号化は、すべての不正アクセスをブロックできます。暗号化キーがないと、Synology NAS か

らハードドライブを取り外して他のデバイスに取り付けた場合に他のユーザーが暗号化データにアクセスできま

せん。  

注：[スタートアップで自動的にマウントする] を選択すると、次回 Synology NAS に起動したときに暗号化された

フォルダが自動的にマウントされます。デフォルトでは、安全のため暗号化共有フォルダはスタートアップ時にマ

ウントされないように設定されています。Synology NAS にある [リセット] ボタンを押してデフォルトのパスワード

をリセットすると、暗号化された共有アイテムがアンマウントされ、自動マウントするオプションが選択できなく

なります。 

ユーザー/グループに共有フォルダへのアクセスを許可する 

[コントロール パネル] > [共有フォルダ] を選択し、[編集] をクリックします。次に、[権限] をクリックして共有

フォルダに対するユーザーまたはグループのアクセスを許可または拒否します。 

Linux クライアントの共有フォルダへのアクセスを許可する 

[コントロール パネル] > [共有フォルダ] を選択し、[編集] をクリックします。次に、[NFS 権限] をクリックし

て、Linux クライアントがアクセスできるように共有フォルダに NFS 権限を割り当てます。 

ドメインユーザー/グループに共有フォルダへのアクセスを許可する 

Synology NAS が Windows ドメインまたは LDAP クライアントとしてディレクトリ サービスに追加されている

場合は、[コントロール パネル] > [ディレクトリ サービス] > [LDAP ユーザー]、[LDAP グループ]、[ドメインユ

ーザー]、または [ドメイングループ] を選択すると、ドメイン/LDAP ユーザーまたはグループの共有フォルダ権

限を設定したり、変更したりすることができます。 

注意：権限に競合が生じた場合は、権限の優先度は次のようになります。アクセスなし (NA) > 読込み/書込み (RW) 

> 読込み専用 (RO)。  

共有フォルダに対する Windows ACL 権限の定義 

Windows Access Control リスト (ACL) は、Windows 環境における特定のアクセス権を決定する権限または許可

を一覧にしたものです。管理者はこの一覧を使って、個別のファイルやディレクトリのアクセスコントロールル

ールを定義し、個別のユーザーまたはグループに異なるアクセス権を与えます。[コントロール パネル] > [共有

フォルダ] を選択した後、[編集] をクリックします。[権限] タブで [カスタマイズ] をクリックします。 

Windows ACL を使うと、異なる権限をシステムのローカルユーザーとドメインユーザーに割り当てることがで

きます。特権は、FTP、File Station、NFS、AFP、WebDAV などのファイルに関連するアプリケーションに適

用されます。 

--------- 

1 共有フォルダの暗号化は特定のモデルにのみ対応しています。 
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共有フォルダコンテンツのインデックス付け 

[コントロール パネル] > [共有フォルダ] を選択し、[編集] をクリックして [ファイルのインデックス化] タブを

開き、ファイル インデックスを有効にします。共有フォルダのコンテンツにインデックスを付けると、ファイ

ルやフォルダをさらに速く検索することができます。 

注意：File Station でファイルを検索する方法については、「ファイルやフォルダの検索」をご覧ください。 
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Chapter  

第 10 章：場所を選ばずファイルにアクセス 

ユーザーまたはグループの共有フォルダに適切なアクセス権限を設定しておくと、Synology NAS でどこからで

もファイルを共有することができます。 

この章では、イントラネットまたはローカル ネットワークを経由して Synology NAS の共有フォルダにアクセ

スする方法について説明します。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

ローカル ネットワーク内からファイル アクセス 

ここでは、ユーザーが Windows、Mac、Linux コンピュータを使ってローカル ネットワーク上の Synology NAS 

の共有フォルダにアクセスする方法について説明します。 

注意：アクセスする前に、関連するファイル共有プロトコルが Synology NAS で有効になっていることを確認して

ください。詳しくは、「すべてのプラットフォームのファイル共有プロトコルを有効にする」を参照してくださ

い。 

Windows で共有フォルダにアクセス 

Windows で共有フォルダにアクセスするには、以下の方法で行います。 

方法 1：Synology Assistant を使って共有フォルダをネットワークドライブとしてマップする。 

Synology Assistant（Synology ダウンロード センター からダウンロードできます）を起動して、サーバー リス

トからサーバーを選択します。[マウント] をクリックして、画面の指示に従って設定を行います。 

終了すると、ユーザーは Windows エクスプローラからマッピングされた共有フォルダに直接アクセスすること

ができます。 

方法 2：Windows エクスプローラを使う。 

Windows Explorer ウィンドウを開き、[ツール] > [マップネットワークドライブ] の順に選択して、[ネットワー

ク ドライブの割り当て] ウィンドウを開きます。[ドライブ] ドロップダウンメニューからドライブ番号を選択し

ます。 

以下のいずれかを行って共有フォルダを指定します。 

 \\Synology_Server_Name\Shared_Folder_Name をフォルダフィールドに入力します。 

 [参照] をクリックして共有フォルダを指定してから [OK] をクリックします。 

Synology DiskStation Manager 用のユーザー名とパスワードを入力してから [OK] をクリックします。終了する

と、ユーザーは Windows エクスプローラからマッピングされた共有フォルダに直接アクセスすることができま

す。 

http://www.synology.com/support/download.php
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Mac で共有フォルダにアクセス 

メニューバーから [実行] > [サーバーに接続] の順に選択します。Synology NAS の IP アドレスまたはサーバー

名（.local に付属）を smb:// または afp:// の後に付けて [サーバーアドレス] 欄に入力して、[接続] をクリック

します。（例：smb://EricaWang.local または afp://192.168.0.2） 

注意：より性能を高めるには、SMB 経由で共有フォルダに接続してください。 

アクセスする共有フォルダを選択します。この後は、ユーザーは Finder ウィンドウで共有フォルダに直接アク

セスすることができます。 

 

Linux で共有フォルダにアクセス 

Synology DiskStation Manager で、[メイン メニュー] > [コントロール パネル] > [共有フォルダ] の順に進みます。

アクセスする共有フォルダを選択し、NFS 権限をクリックすると、ウィンドウの下部にマウントパスの検索結

果が表示されます。 

Linux コンピュータで、マウントパスを入力して共有フォルダにマウントします。 

注：NFS 権限に関する詳細は、「ユーザー/グループに共有フォルダへのアクセスを許可する」を参照してくださ

い。 
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FTP 経由でファイルにアクセス 

Synology NAS がインターネット経由でアクセス可能な場合は、FTP アプリケーションを使って共有フォルダに

アクセスすることができます。 

注意：Synology NAS をインターネット経由でアクセス可能にする方法については、「第 7 章：インターネットから 

Synology NAS へのアクセス」を参照してください。 

[コントロール パネル] > [ファイル サービス] > [FTP] の順に選択し、ユーザーが FTP 経由で Synology NAS の

データをアップロード/ダウンロードできるようにします。 

 

FTP アプリケーションを使って Synology NAS に接続 

コンピュータで FTP アプリケーションを開き、以下の情報を入力して Synology NAS に接続します。 

 Synology NAS の IP アドレスまたはドメイン名 

 ユーザーアカウントとパスワード 

 ポート番号（デフォルトは 21） 
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WebDAV 経由でファイルにアクセス 

WebDAV または CalDAV を有効にすると、Synology NAS に保存されているファイルやカレンダーをリモート

で管理および編集できます。[パッケージ センター] を選択し、WebDAV パッケージをインストールしてサービ

スを有効にします。 

 

Cloud Station Server でファイルを同期する 

Cloud Station Server は、集中管理した Synology NAS と複数のクライアント コンピュータ、モバイル デバイス、

Synology NAS デバイスの間でファイルを同期するためのファイル共有サービスです。[パッケージ センター] を

開き、Cloud Station Server パッケージをインストールして実行します。  
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File Station 経由のファイルアクセス 

File Station は DSM のファイル管理ツールです。DSM ユーザーの方はインターネットを介してウェブブラウザ

で Synology NAS フォルダにアクセスしたり、ファイルを別の WebDAV/FTP サーバーに転送したりすることが

できます。12 つ以上の File Station を開き、すべての Synology NAS データを File Station 間でドラッグ アンド 

ドロップして管理します。 

 

File Station の外観 

 左側パネル：共有フォルダとそのサブフォルダを上部分に表示し、下部分にローカルコンピュータのフォルダ

を表示します。 

 メインセクション：現在選択されているフォルダのコンテンツを表示します。 

 ヘルプボタン（右上隅）：[ヘルプ] ボタン（クエスチョンマーク付き）をクリックして､DSM ヘルプを開きま

す。ここには、File Station の使い方について役立つ情報が豊富に提供されています。 

 検索欄：現在のフォルダからファイルやフォルダを絞り込むためのキーワードを入力します。 

 詳細検索（拡大鏡ボタン）：検索結果を絞り込むために検索します。 

--------- 

1 HTTPS で FTP、SFTP、WebDAV、WebDAV がサポートされています。 
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File Station オプションの管理 

［設定］ をクリックして全般設定を行ったり、File Station ログを有効にしたり、リモートフォルダや仮想ドラ

イブをマウントしたり、ファイルリンクを共有できるユーザーを定義したり、DSM ファイル転送機能で使用す

る帯域を制御するために制限速度を設定したりすることができます。 

注：  

 リモートフォルダまたは仮想ドライブについての詳細は、「リモートフォルダまたは仮想ドライブのマウント」

を参照してください。 

 共有リンクの詳細については、「ファイル共有リンク」を参照してください。 

ファイルやフォルダの検索 

File Station の右上にある [フィルタ] 欄にキーワードを入力して、現在のフォルダからファイルやフォルダを絞

り込むことができます。また、[詳細検索] パネルを使って検索結果を絞り込むこともできます。 

 

注意：簡単に検索結果を得るには、共有フォルダのコンテンツにインデックスを付けておくことをお勧めします。

詳しくは、「共有フォルダコンテンツのインデックス付け」を参照してください。 
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File Station の動作設定 

[操作] メニューを使うと、右クリックやドラッグ アンド ドロップ操作で簡単にファイルやフォルダをダウンロ

ード、アップロード、コピー、移動、名前変更、削除、解凍、圧縮することができます。 

ファイル/サブフォルダのプロパティの編集 

[プロパティ] ウィンドウでは、ファイルおよびサブフォルダ（共有フォルダのフォルダとサブフォルダ）のアク

セス権限の編集、ダウンロードリンクのコピー、開いたファイルを新しいブラウザウィンドウで開くなどの設定

を行います。アクセス権限を設定したいファイルおよびフォルダを選択してください。ファイルまたはフォルダ

を右クリックするか、[操作] メニューを選択した後、[プロパティ] を選択します。 

注：  

 共有フォルダに対するアクセス権限を設定するには、「ユーザー/グループに共有フォルダへのアクセスを許可す

る」を参照してください。 

 ここでは、「photo」共有フォルダのファイルやサブフォルダへのアクセス権限を編集することはできません。

Photo Station ユーザーにフォトアルバムへのアクセス権を設定するには、Photo Station を起動して [設定] ページ

を開きます。[ヘルプ] タブをクリックすると、詳しい情報を見ることができます。 

 File Station では、コンピュータでファイルおよびフォルダをアップロードすることだけが可能です。その他の 

File Station の操作およびプロパティ設定は、Synology NAS のファイルおよびフォルダに対してのみ行うことが

できます。 

ファイル共有リンク 

Synology NAS 上のファイルまたはフォルダは、簡単に共有できます。ファイルかフォルダを右クリックして、

[ファイル共有リンク] を選択するだけです。これでリンクと QR コードが生成されます。これらは友達や他のユ

ーザーに送信できます。DSM ユーザーには通知も送信されます。これを受け取った人は DSM アカウントの有

無に関わらず、リンクに従って選択したファイルやフォルダをダウンロードできます。 

ファイルを添付ファイルとして E メール送信する 

Eメールでファイルを添付ファイルとして直接やり取りすることができます。選択したファイルを右クリックし

て、[添付ファイルとして送信] を選択するだけです。 

リモートフォルダまたは仮想ドライブのマウント 

File Station では、リモートフォルダをマウントしてネットワーク コンピュータや他の Synology NAS で共有さ

れているコンテンツにアクセスしたり、ディスクイメージ内のコンテンツにアクセスするために仮想ドライブを

マウントしたりすることができます。このような理由で、File Station ではネットワーク リソースやディスクイ

メージの内容を簡単に見ることができるのです。リモート フォルダや仮想ドライブについての詳細は、右上隅

にある [ヘルプ] ボタン（クエスチョンマークが付いています）をクリックしてください。 
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音楽情報の編集 

File Station の音楽情報エディタでは、音楽ファイルの情報を表示および編集することができます。音楽ファイ

ルを右クリックして [音楽情報の編集] を選択してください。 

ドキュメント、画像、動画を表示 

File Station では、文書、ビデオ、写真を簡単に表示できます。詳しくは、右上隅にある [ヘルプ] ボタン（クエ

スチョンマークが付いています）をクリックしてください。 

写真を編集 

File Station では、Web ベースのエディタである Pixlr Editor や Pixlr Express を使用して写真を編集することが

できます。詳しくは、右上隅にある [ヘルプ] ボタン（クエスチョンマークが付いています）をクリックしてく

ださい。 
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Chapter  

第 11 章：データのバックアップ 

Synology はコンピュータと Synology NAS に包括的なバックアップソリューションを提供します。これらを活

用して、コンピュータ上のデータを Synology NAS にバックアップしてください。administrators グループに

属しているユーザーは、ローカルバックアップやネットワークバックアップで Synology NAS のデータをバック

アップしたり、Synology NAS 間の共有フォルダコンテンツを同期することもできます。クリエイティブな 

[Copy] ボタンは、ワンタッチ設計で外部ストレージデバイスのバックアップを簡単にしました。Amazon S3 バ

ックアップサービス、革新的な Time Backup パッケージをサポートすることで、他のサーバーバックアップも

選択できるようになりました。 

この章では、DSM のバックアップソリューションでデータを保護する方法を説明します。詳しい手順について

は、DSM ヘルプを参照してください。 

コンピュータデータのバックアップ 

Synology 専用の Cloud Station Backup を使うと、Windows コンピュータから Synology NAS にデータをバック

アップできます。Mac または Linux をご利用の場合は、Synology NAS をバックアップ先に指定できます。 

Windows 向け Cloud Station Backup の使い方 

Synology Cloud Station Backup パッケージはパッケージ センターからインストールできます。詳しくは、この

チュートリアルを参照してください。 

Mac の Time Machine を使う 

Synology NAS は、Apple Time Machine のバックアップに対応しています。Mac をお使いの方は、データを 

Synology NAS の共有フォルダにバックアップできます。［コントロール パネル］ > ［ファイル サービス］ > 

［Win/Mac/NFS］ の順に選択して、［Mac のファイルサービスを有効にする］ にチェックマークを付けます。

次に ［Time Machine］ ドロップダウンメニューから共有フォルダを選択してください。共有フォルダが Time 

Machine のバックアップ先に設定されます。 

注意：Time Machine の使い方については、Mac コンピュータのヘルプを参照してください。 

Linux の rsync の使用 

rsync を使って Linux のデータを Synology NAS にバックアップできます。 

http://help.synology.com/dsm/?section=DSM&version=5.1&link=Tutorial%2Fcloud_sync_files.html
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Synology NAS にデータまたは iSCSI LUN をバックアップす

る 

コンピュータのデータを Synology NAS にバックアップすることはもとより、administrators グループに属す

るユーザーは、Synology NAS デバイスから別の Synology NAS に、Hyper Backup 機能を使ってバックアップ

を行ったり、ファイルや共有フォルダを同期したりすることが可能です。詳しい手順については、DSM ヘルプ

を参照してください。 

 

システム設定のバックアップと復元 

[コントロール パネル] > [更新と復元] > [設定のバックアップ] の順に選択し、Synology NAS のシステム設定を

バックアップ/復元します。システム設定を設定ファイル (.dss) にバックアップし、後から設定を復元すること

ができます。 

Synology NAS 間の共有フォルダコンテンツを同期する 

共有フォルダの同期は、ネットワーク上の同期元の Synology NAS（または「クライアント」）から同期先の 

Synology NAS（または「サーバー」）へ共有フォルダのコンテンツを同期させることができます。共有フォル

ダの同期バックアップ タスクは、[コントロール パネル] > [共有フォルダの同期] を選択すると表示および管理

することができます。共有フォルダの同期を有効にする方法については、DSM ヘルプを参照してください。 
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USB デバイスまたは SD カードへのデータのバックアップ 

[コントロール パネル] > [外部デバイス] を選択し、USBCopy または SDCopy が使用する共有フォルダを指定し

た後で、Synology NAS のフロント パネルにある [Copy] ボタンを使用して、USB デバイスまたは SD カードか

ら共有フォルダにデータをコピーします。1 

--------- 

1 USBCopy および SDCopy は、特定のモデルでしか使用できません。詳細情報については、www.synology.com をご参照く

ださい。 

http://www.synology.com/
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Chapter  

第 12 章：ウェブサイトとプリント サーバーのホスト 

Synology NAS は、中小規模ビジネス (SMB) を対象に、ひとつの Synology NAS で追加料金が発生せずにウェブ

およびプリントサーバーを設定する能力を提供するようデザインされています。この章では、これらの機能につ

いての基本情報を提供します。詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

ホストウェブサイトに Web Station を使う  

[パッケージ センター] を開き、Web Station パッケージをインストールして PHP および MySQL へのサポート

が統合されているウェブサイトを設定します。詳しくは、DSM ヘルプを参照してください。 

 

Web Station を有効にする 

Web Station を使うと、Synology NAS のウェブページでウェブサイトを作成できます。内蔵 PHP と MySQL を

サポートしていますので、ダイナミックでデータベース主導型のウェブサイトを設計できます。パッケージ セ

ンターからは、コンテンツ管理、顧客関係管理、e コマース システムをはじめ、多数のサードパーティ パッケ

ージも提供しています。これらを手軽にインストールすることができます。デフォルトの共有フォルダ「web」

には、ウェブサイトのウェブページ ファイルが保管されています。 

仮想ホストを有効にしてウェブサイトをホストする 

仮想ホスト機能を使って、1 台のサーバーで複数のウェブサイトをホストすることができます。各ウェブサイト

には、異なるポート番号または異なるホスト名を使うことができます。 

パーソナルウェブサイトを有効にする 

パーソナルウェブサイト機能は、Synology NAS ユーザーが自分専用のウェブサイトをホストできる便利な機能

です。各ローカル ユーザー、ドメイン ユーザー、LDAP ユーザーには、それぞれのウェブサイト アドレスがあ

ります。  
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HTTP サービスオプションの変更 

デフォルトポート番号 80 に加えて、Photo Station および Web Station 用の別ポートを追加できます。詳しい手

順については、DSM ヘルプを参照してください。 

PHP 設定の管理 

Web Station を有効にした後は、[PHP 設定] タブをクリックして PHP 関連の設定を行います。詳しい手順につ

いては、DSM ヘルプを参照してください。 

その他の情報 

主なアプリケーションのインストール 

 ウェブ環境の設定が完了した後は、複数のオープンソースアプリケーションを使ってアプリケーションをイ

ンストールしてウェブサイトの機能を強化してください。 

 Synology NAS と互換性が確認されたテスト済アプリケーションのリストは、

http://www.synology.com/support/faq_show.php?q_id=404 から参照してください。それらのアプリケー

ションのダウンロードリンクやインストール手順については、各社の公式ウェブサイトをご覧ください。 

Synology NAS をプリントサーバーとして設定 

クライアント コンピュータやモバイル デバイスが Synology NAS に接続されているプリンタにアクセスできる

ようにするには、[コントロール パネル] > [外部デバイス] > [プリンタ] を選択し、LAN で Synology NAS プリン

タ サーバーとして設定します。Synology NAS は USB プリンタまたはネットワーク プリンタに接続できます。

また、AirPrint にも対応していますので、iOS デバイスから印刷することができます。さらに、Google Cloud 

Print サポートにより、Google 製品や機能を使って印刷することも可能です。1詳しい手順については、DSM ヘ

ルプを参照してください。 

プリントサーバーを利用するようにコンピュータを設定する 

プリントサーバーを Synology NAS に設定すると、ローカルエリアネットワークの Windows、Mac、および 

Linux クライアントはプリントサーバーに接続して、印刷/ファックス/スキャンサービスを利用することができ

ます。 

iOS デバイスでプリントサーバーを使用する 

DSM の AirPrint サポートを有効にした場合、iOS 4.2、またはそれ以降で実行している iOS デバイスは 

Synology NAS に接続されているプリンタに印刷することができます。1 

--------- 

1 ハードドライブ、USB プリンタ、DMA、UPS などの推奨される周辺機器モデルについては、www.synology.com を参照し

てください。 

http://www.synology.com/support/faq_show.php?q_id=404
http://www.synology.com/
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Chapter  

第 13 章：パッケージ センターでさまざまなアプリケーシ

ョンを検索 

Synology は、サードパーティや Synology デザインのアプリケーションをパッケージに統合し、Synology NAS 

にインストールしてパッケージ センターで管理できるようにしました。  

豊富な機能を持つアプリケーションが揃った Synology NAS は、マルチメディア コンテンツを楽しんだり、写

真、ビデオ、ブログを共有したり、好きなときに好きな場所でファイルにアクセスしたり、カメラで現場の様子

を生で見たり、デジタル TV 番組をライブストリームまたは録画したり、インターネットからファイルを検索お

よびダウンロードしたり、貴重なデータをバックアップしたり、自分のクラウドを構築したりと言った、さまざ

まな権限を提供します。不明な発行元から提供されたパッケージを Synology NAS にインストールする場合は、

自分のトラスト レベルを設定してシステムを保護することができます。 

この章では、パッケージ センターからダウンロードできるパッケージと、インストールの仕方を説明します。

詳しい手順については、DSM ヘルプを参照してください。 

パッケージ センターが提供するもの 

[パッケージ センター] を選択し、パッケージ センターからどのようなものがダウンロードできるのか確認して

ください。 

 

Audio Station 

Audio Station は、ユーザーが自分の Synology NAS の音楽ライブラリにアクセスしたり、LAN 上のオーディオ

ソースを選択したり、お気に入りの音楽をプレイリストに追加したりできるウェブベースのアプリケーションで

す。 
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中央管理システム 

Synology CMS（中央管理システム）を活用すると、複数の Synology NAS サーバーを効率的かつ便利に管理す

ることができます。1 つのインターフェイスで複数のサーバーの状態を管理したり、サーバー グループの設定を

一括編集するためのポリシーを作成したり、各サーバーを最新の状態に保ちスムーズに稼働させることができま

す。 

Cloud Station Server 

Cloud Station Server は、集中管理した Synology NAS と複数のクライアント コンピュータ、モバイル デバイス、

Synology NAS デバイスの間でファイルを同期するためのファイル共有サービスです。 

Cloud Station ShareSync 

Cloud Station ShareSync は、集中管理した Synology NAS デバイスと複数のクライアント Synology NAS デバ

イス、コンピュータ、モバイル デバイスの間でファイルを同期するためのファイル共有サービスです。クライ

アント デバイスとファイルを同期する前に、Cloud Station Server パッケージをホスト サーバーに、同期したい

クライアント Synology NAS デバイスに Cloud Station ShareSync をインストールする必要があります。  

Cloud Sync 

Cloud Sync を使用すると、ご使用の Synology NAS と、Dropbox、Baidu Cloud、Google Drive、Box、

OneDrive、hubiC など複数のパブリック クラウドの間でファイルを同期したり、共有したりすることができま

す。選択的同期機能を活用すると、ファイルを分類したり、パブリック クラウド サービスに同期したいフォル

ダを選択したり、必要なファイルだけをパブリック クラウド サービスに保管したりすることができます。 

DNS Server 

DNS (Domain Name System) は、インターネットやその他のネットワークを通じて、コンピュータ間でデータ

のやり取りをしやすくするための名前解決メカニズムです。その主な機能は、分かりやすいドメイン名（例：

www.synology.com）を相当する固定のパブリック IP アドレス（例：120.89.71.100）に変換することです。こ

の機能により、ユーザーはインターネットやローカル ネットワークを介して、ウェブページやコンピュータ、

その他のデバイスを簡単に見つけ出すことができるのです。 

Download Station 

Download Station は、BT、FTP、HTTP、NZB、Thunder、FlashGet、QQDL、eMule、Xunlei-Lixian でインタ

ーネットからファイルをダウンロードしたり、RSS フィードを購読して話題の最新 BT を知ることができるダ

ウンロード アプリケーションです。 

Note Station 

Note Station では、豊富な内容のメモを書いたり、見たり、管理したり、共有したりすることができます。リッ

チテキストの編集、メディアの埋め込み、添付ファイルなどで、メモの内容は簡単に作成できます。さらに、

Synology Web Clipper を活用すると、ウェブ コンテンツを手軽にクリップし、Note Station からアクセスする

ことができます。 

Photo Station 

Photo Station はインターネットを介してフォト、動画、ブログ投稿を簡単に共有できるようにする、ブログに

統合されたオンライン フォト アルバムです。Photo Station を活用すると、写真をすばやく、簡単にアップロー

ド、整理、編集、共有することが可能です。 

SpreadSheet 

SpreadSheet はスプレッドシートを簡単に作成して管理するためのウェブベースのアプリケーションです。さま

ざまな内蔵機能とフォーマットを使ってデータを整理したり、インターネットを介して他の人と共有したり、協

同で作業をしたりすることができます。  
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Surveillance Station 

Surveillance Station は DiskStation Manager (DSM) にバンドルされているプロフェッショナルな Network Video 

Recording (NVR) ソフトウェアです。Synology NAS とペアリングされた IP カメラから、ビデオ撮影や監視を遠

隔操作することができます。 

Video Station 

Video Station は、ムービー、TV 番組、ホーム ビデオ、TV 録画などのコレクションを整理するためのオーガナ

イザーです。ビデオをコンピュータ、DLNA/UPnP 対応 DMA、モバイル デバイスなどで見ることができます。 

パッケージのインストールまたは購入 

[インストール]、[お試しください]、または [購入] をクリックして、画面の指示に従ってインストールを行って

ください。[手動インストール] をクリックして、.spk ファイル（Synology ダウンロード センター、またはサー

ドパーティのウェブサイトから入手できます）をアップロードすることでパッケージをインストールします。 

http://www.synology.com/support/download.php
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Chapter  

第 14 章：モバイルデバイスで通信 

モバイルデバイスでも頻繁にインターネットアクセスが行われるようになり、iOS/Android、Windows Phone、

またはその他モバイルデバイスを使用して Synology NAS と通信するいくつかの優れたサービスを提供していま

す。 

DSM mobile で DSM 設定を管理する 

DSM mobile は administrators グループに属する DSM ユーザーに DSM 設定を管理させ、iOS （iPhone、iPad、

iPod touch) または Android デバイス、Windows Phone の Web ブラウザで DSM 情報を確認できるようにしま

す。 

DSM mobile にログインする： 

1 iOS または Android デバイス、または Windows Phone の Web ブラウザを使用して、

http://Synology_Server_IP:5000 に接続します。 

2 DSM ユーザー資格情報を入力して [ログイン] をタップします。 

注意： DSM mobile についての詳細は、このチュートリアルをご覧ください。 

iOS と Android、Windows アプリの使用 

Wi-Fi アクセスが使える場所で Synology NAS と通信を可能にする Synology がデザインした Synology モバイル 

アプリは、Apple の App Store または Android の Market、Windows Marketplace でご購入いただけます。外出

先からでも、NAS ファイル、音楽、写真、ビデオ、監視ビデオを管理したり、モバイルデバイスと NAS 間でフ

ォルダを同期したり、ファイルをダウンロードしたり、ビデオを観たりすることが可能です。 

DS audio 

DS audio を使うと、iOS や Android 携帯、Windows Phone で Audio Station にアクセスして、お気に入りの音

楽をいつでも聞くことができます。さらに、Synology Remote（別売）の audio dock に接続された USB スピー

カーや外部スピーカー、家庭用ステレオ装置などのオーディオ出力装置が Synology NAS の USB ポートに接続

されていれば、リモートコントローラ機能により、Audio Station の音楽再生をコントロールできます。 

DS cam 

DS cam を使うと、iOS/Android デバイスを使用してユーザーは IP カメラでライブビューを見たり、スナップシ

ョットを撮影したり、ネットワーク接続がある場合は、Surveillance Station に保存されている録画を見たりする

ことができます。 

DS cloud 

Synology Cloud Station Server に対応するモバイル側のアプリで DS cloud を活用すると、iOS/Android デバイ

スと Synology NAS の間でフォルダを手軽に同期できます。 

https://www.synology.com/knowledgebase/tutorials/470
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DS download 

DS download では、iOS/Android デバイスまたは Windows Phone で直接 Download Station にアクセスし、ファ

イルをダウンロードすることができます。ダウンロード タスクを作成するには、URL を追加したり、内蔵ミニ 

ブラウザを使用したり、統合された Safari ブラウザを使用することができます。転送速度の制限、詳細スケジ

ュールのアクティベーションなど基本設定を管理することも可能です。 

DS file 

DS file は iOS または Android デバイス、Windows Phone で Synology NAS ファイルにアクセスしたり、管理し

たりすることができます。 

DS finder 

DS finder は iOS または Android デバイス、Windows Phone で Synology NAS を監視したり、その状態を電子

メールで知らせたり、LAN (WOL) で復帰させるようリクエストしたり、再起動、シャットダウン、あるいはビ

ーという音を鳴らしたり（その場所をすばやく見つけ出すのに役に立ちます）することができます。 

DS note 

DS note は、Synology Note Station ウェブアプリケーションに対応するモバイル側のアプリで、iOS/Android デ

バイスと Synology NAS の間でメモを手軽に同期できます。 

DS photo 

DS photo を使うと、どこでも iOS または Android デバイス、Windows Phone で Photo Station にアクセスして

写真を共有することができます。Photo Station から携帯装置に写真をダウンロード/保存しておけば、いつでも

好きな時に思い出を楽しむことができます。DS photo を活用すると、カメラ電話からスナップショットやビデ

オを直接 Photo Station にアップロードできます。さらに、他の人が写真にコメントを残したり、追加したりし

て楽しく写真の共有ができます。 

DS video 

DS video では、iOS/Android デバイスや Windows Phone を使って Video Station にアクセスして、自宅と外出

先の両方でビデオを見ることができます。ビデオ コレクションを参照、整理したり、デジタル TV 番組を録画し

たり、Synology NAS に接続された USB DTV ハードウェアキー（別売り）を使って現在地を探したり、録画タ

スクや予約を管理したりすることができます。 

注：これらのモバイル アプリについては、それぞれのヘルプをご覧ください。 

他のモバイル デバイスを使う 

使用する携帯電話が Windows Mobile 6.0（Internet Explorer Mobile または Opera 9.0 以上）、Symbian OS 9.1

（S60 3rd Edition 以上）、または iPhone OS 2.3.1 以上を実行している場合は、その装置で Synology NAS にロ

グインしてモバイル Photo Station で写真を表示したり、モバイル File Station で対応するファイルを読み込むこ

とが世界中のインターネットが使える場所で行えます。 
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トラブルシューティング 

DSM の管理に関するご質問は、[DSM ヘルプ] の順に選択するか、または各ウィンドウの右上隅にある [ヘルプ] 

ボタン（クエスチョンマークが付いています）をクリックしてヘルプを参照してください。それ以外のご質問に

ついては、Synology ナレッジベース ウェブサイト (help.synology.com) をご覧ください。 

http://help.synology.com/


 

 

SYNOLOGY, INC.  
エンドユーザー用の使用許諾契約 

必ずお読みください：このエンドユーザー使用許諾書（以下「EULA」）は、お客様（個人または法人）と SYNOLOGY, INC.
（以下「SYNOLOGY」）の間で、SYNOLOGY 製品にインストールされたお客様が購入された SYNOLOGY ソフトウェア

（以下「製品」）、WWW.SYNOLOGY.COM から正規にダウンロードした、または SYNOLOGY が提供するその他の方法で

入手したソフトウェア（以下「ソフトウェア」）について締結される法的同意書です。 

ソフトウェアが含まれる製品を使用したり、製品や製品に接続したデバイスにソフトウェアをインストールすると、この 
EULA に同意したものとみなされます。この EULA の条件に同意できない場合は、ソフトウェアが含まれる製品を使用した

り、ソフトウェアを WWW.SYNOLOGY.COM から、あるいは SYNOLOGY が提供するその他のチャンネルからダウンロード

したりしないでください。その場合は、製品を購入した販売店に製品を返却し、販売店の返却条件に従って返金を求めてくだ

さい。 

第 1 条。条件付きソフトウェアライセンス。本 EULA の利

用規約に従い、Synology はユーザーに製品の許可された使

用についてのみ、製品または製品に接続されたデバイスに

読み込まれたソフトウェア 1 部をインストール、実行、使

用するための限定付き、非独占的、譲渡できない個人用ラ

インセンスを許可します。 

第 2 条。文書。ソフトウェアに付属のいかなる文書も適度

な枚数の複製を作成し使用することができます。その複製

は、社内使用に限り、第三機関に対して再発行または再配

布（ハードコピーまたは電子コピーのいずれの形式におい

ても）してはけません。 

第 3 条。バックアップ。ユーザーは、バックアップおよび

保管目的において適切な枚数のソフトウェアの複製を作成

することができます。 

第 4 条。更新。元のソフトウェアを更新または補足するた

めに、Synology のウェブサイト www.synology.com（以

下「ウェブサイト」）、または Synology が示すその他の方

法で提供されたソフトウェアは、かかる更新や補足に別途

ライセンス要項が付帯されている場合を除き、すべてこの 
EULA に準拠します。 

第 5 条。ライセンス制限。第 1 条、2 条、3 条で制定される

ライセンスは、ユーザーが注文および購入した製品の定め

る範囲で適用され、そのソフトウェアに対するユーザーの

すべての権利を提示します。Synology は、本書において明

確にユーザーに与えられていないすべての権限を保有しま

す。前述の規定にもかかわらず、第三者に対して次のよう

な行為をすることは禁止されています。(a) 製品に関する目

的以外で本ソフトウェアを使用すること、(b) 本ソフトウェ

アの使用許可、配布、リース、レンタル、転写、譲渡、そ

の他の処理をすること、(c) 本ソフトウェアのリバースエン

ジニア、逆コンパイル、逆アセンブル、または本ソフトウ

ェアのソースコードまたは機密情報を得るための試みを行

うこと、ただし、この制限に関わらず準拠法によりそのよ

うな行動が明確に許可されている場合は除く、(d) ソフトウ

ェアの派生物を採用、修正、改造、翻訳、または作成する

こと、(e) 製品の著作権表示またはその他の所有権表示を取

り除く、修正する、隠すこと、(f) 製品またはソフトウェア

のコンポーネント、特徴、機能へのアクセスを Synology が
管理するために使用するあらゆる方法を回避、または回避

しようとすること。第 5 項で定めた制限について、

Synology 製品がホストするサービスを商用目的でサードパ

ーティに提供することは禁止されていません。 

第 6 条。オープンソース。本ソフトウェアには、GNU 
General Public License （ 「 GPL Components 」 ）

（ http://www.gnu.org/licenses/gpl.html 参 照 ） の 下 で 
Synology にライセンス許可が与えられているコンポーネン

トが含まれる場合があります。GPL の条件は、本書の内容

が GPL コンポーネントの使用に関して GPL の要件と衝突

する場合に GPL コンポーネントに対してのみ適用され、そ

のような場合、ユーザーは該当コンポーネントの使用につ

いて GPL に準拠することに同意するものとします。 

第 7 条。監査。Synology は、本書の利用規約に関するユー

ザーのコンプライアンスを監査する権利を有します。ユー

ザーは、Synology に施設、設備、帳簿と記録、文書へのア

クセスを許可し、Synology または Synology が認めた代理

人の監査を促進させるために適切な協力を行うことに同意

するものとします。 

第 8 条。所有権。本ソフトウェアは、Synology およびライ

センス契約者の価値のある資産であり、著作権法およびそ

の他の知的財産法および条約で保護されています。

Synology またはそのライセンサーは、ソフトウェアに対す

るすべての権利、権限、利権を有しています。これには著

作権やその他の知的所有権を含みますがこれだけに限りま

せん。 

第 9 条。制限付き保証。Synology は、ウェブサイトで規定

されている場合を除き、お住まい地域の法律が認める期

間、Synology が公表するソフトウェア仕様を実質満たして

いることについて制限的に保証します。Synology は、商取

引上の合理的な方法で、Synology 独自の決断により、ソフ

トウェアの不具合を修正する、または前述の保証に準拠し

ないソフトウェアを交換する、のいずれかを行います。た

だし、この場合、保証期間内にユーザーが Synology に対し

て不具合を書面にて通知する必要があるとします。前述の

保証は、以下を起因とする不具合には適用されません。(w) 
本書に従って使用、複製、配布、公開しない場合、 (x) 
Synology 以外の者によるソフトウェアのカスタマイズ、修

正、その他の改造が行われた場合、(y) Synology 以外の者に

より提供された製品、サービス、またはその他の事柄とソ

フトウェアを併用した場合、または (z) 本書の規定に従わな

い場合。 

第 10 条。サポート。第 9 項で示した期間中は、Synology 
は、ユーザーにサポートサービスを提供します。期間後の

ソフトウェアに対するサービスは、書面による要望がある

場合において Synology により提供される場合があります。 

第 11 条。免責事項。上記に明記されている場合を除き、ソ

フトウェアはエラーも含め、「現状のまま」提供されま

す。SYNOLOGY およびそのサプライヤーは、ソフトウェア

に関して商用性、特定目的への適合性、ソフトウェアの使

用以外に、明示された、示唆された、法的、法律により発

生したすべての保証に対して免責される権利を持つものと

します。上述の条件に限らず、SYNOLOGY はソフトウェア

にバグ、エラー、ウイルス、その他の結果が含まれていな

いことを保証しません。 

第 12 条。特定損害の放棄。いかなる場合も SYNOLOGY お
よびそのライセンサーは、ソフトウェアの使用または使用

しないこと、または本書に規定される、または本書に関連

して発生する偶発的、間接的、特別、懲罰的、結果的、ま

たは同等の損害（データ、情報、収益、利益またはビジネ

スの喪失を含みそれに限定されない）を補うための費用に

http://www.synology.com/
http://www.synology.com/
http://www.synology.com/
http://www.gnu.org/licenses/gpl.html


 

 

ついて、契約、不法行為（過失を含む）、厳格責任、また

はその他の論理が基であるかどうかに関わらず、

SYNOLOGY がその損害の可能性について知らされている場

合においても一切の責任を負いません。 

第 13 条。責任の制限。本ソフトウェアの使用、または使用

できないことから生じる、または関連する、または本書ま

たは本ソフトウェアに記載される、または関連する 
SYNOLOGY およびそのサプライヤの責任は、契約、不法行

為（過失を含む）、厳格責任、またはその他の論理が基で

あるかどうかに関わらず、負う損害の額面に関わらず、製

品の購買に実際に費やした額面に限定します。前述の保証

の放棄、特定損害の放棄、および責任の制限は、準拠法の

許す範囲で最大限に適用されます。州および／または管轄

の法律によっては、暗示保証の除外または特定損害の除外

または制限を許可していない場合があります。本書に適用

されるそれらの法律の許す範囲で、上述の除外および制限

がユーザーに適用されない場合があります。 

第 14 条。輸出規制。本ソフトウェアは、米国の輸出規制の

対象です。ユーザーは、米国輸出管理規則を含みこれに限

定されない、本ソフトウェアに適用されるすべての準拠法

および規定を準拠することに同意したと見なされます。 

第 15 条。契約の終了。その他の権利を侵害することなく、

ユーザーが本書の利用規約に従わない場合は、Synology が
本書の契約を終了する場合があります。その場合、ユーザ

ーは本ソフトウェアの使用を止め、本ソフトウェアのすべ

てのコピーおよびそのすべてのコンポーネントを破棄する

必要があります。 

第 16 条。譲渡。製品にアプリインストールされていた場合

を除き、第三者にあなたの権利を譲渡したり、割り当てた

りすることはこの EULA において禁止されています。前述

の制約に違反するそのような移譲または譲渡は、無効で

す。 

第 17 条。準拠法。地域法で明確に禁止する場合を除き、こ

の EULA は、抵触する法の原則に反するかどうかに関係な

く、中華民国（台湾）の法律に準拠します。 

第 18 条。紛争の解決。紛争が生じた場合には、R.O.C. 仲
裁法および関連施行規則の手順に従って 3 人の中立調停者

により実施される仲裁により、最終的な解決が行われま

す。この場合、調停はあなたと Synology の間の紛争に限り

ます。仲裁または仲裁の一部は、その他の仲裁に合併され

ず、集団または集団代表ベースでは実施されません。仲裁

は台湾 R.O.C. の台北で行われ、仲裁の手続きは英語で行わ

れ、両当事者が同意する場合は、北京語で行われるものと

します。仲裁裁定者は最終的で、当事者を拘束するもので

あり、司法管轄権を持つ裁判所において強制力を持ちま

す。この条項がない場合、あなたは裁判所を通じて紛争の

訴訟を起こす権利を有しており、これには、集団または集

団代表ベースでの請求を要求する訴訟の権利が含まれてい

ることをあなたは理解していますが、あなたは明示的およ

び意図的にこれらの権利を放棄し、この第 18 条に従って、

拘束力のある仲裁を通じて紛争を解決することに同意した

ことになります。本条のいかなる部分も、Synology が差し

止めによる救済またはその他の権利および Synology の知的

財産権に関連する本書の条項への不履行またはその脅威に

対する法律または衡平法における救済手段の要求を禁止ま

たは制限しないこととします。 

第 19 条。弁護士費用。本書におけるいかなる仲裁、調停、

その他の法的行為、または権限または救済手段を行使する

際、勝訴した当事者は、他の救済措置に加えて、その費用

および適切な弁護士料金を回収する権利があります。 

第 20 条。契約の分離。本書に、管轄裁判所で無効、不法、

または法的強制力がないと判断された条項がある場合にお

いても、本書の残りの部分は有効に存続します。 

第 21 条。完全合意。本書は、本ソフトウェアおよび本書の

対象物について Synology とユーザー間の完全合意を制定

し、書面または口頭に関わらず、すべての事前および同時

期の了解事項および合意に優先します。本書の条項に対す

る訂正、修正、または権利放棄は、実施する当事者が署名

する法的文書で制定されていない限り、拘力がありませ

ん。 

 

注意：英語版とその他の言語の説明に矛盾または不一致がある場合は、英語版を優先します。

 
 



 

 

SYNOLOGY, INC. 
制限付き製品保証 

本制限付き保証（「保証」）は、SYNOLOGY, INC. および SYNOLOGY AMERICA CORP を含むその関連会社（総称して

「SYNOLOGY」という）の製品（以降に記載）に適用します。ユーザーは、製品パッケージを開けるおよび／または製品を

使用することにより本保証の条件を承諾し、同意したと見なされます。本保証の条件に同意しない場合は、製品を使用しない

でください。その場合は、製品を購入した販売店に製品を返却し、販売店の返却条件に従って返金を求めてください。 

第 1 条。定義。(a) 「新製品」：(1) 「カテゴリー I 製品」と

は、Synology 製品モデル RS810+、RS810RP+、RX410、
13 シリーズ以降の XS+/XS が末尾についたすべての DS/RS 
NAS モデル（RS3413xs+ を除く）、または 13 シリーズ以

降の 12 ドライブベイ、E10G15-F1、ECC RAM モジュール 
キット (4GB/8GB/16GB)、DDR3 RAM モジュール (4GB).搭
載の全 DX/RX 拡張ユニットを意味します。(2) 「カテゴリ

ー  II 製品」とは、Synology 製品モデル  RS3413xs+、

RS3412xs 、 RS3412RPxs 、 RS3411xs 、 RS3411RPxs 、

RS2211+、RS2211RP+、RS411、RS409RP+、RS409+、
RS409 、 RS408-RP 、 RS408 、 RS407 、 DS3612xs 、

DS3611xs、DS2411+、DS1511+、DS1010+、DS710+、
DS509+、DS508、EDS14、RX1211、RX1211RP、RX4、
DX1211 、 DX510 、 DX5 、 NVR216 、 VS360HD 、

VS240HD、DDR2/DDR3 RAM モジュール  (1GB/2GB)、
ECC RAM、モジュール (8GB) を意味します。(3) 「カテゴ

リ III 製品」とは、次の要件を満たす Synology の製品モデ

ルを示します。12 シリーズ以上の 5 個のドライブベイを持

つ、XS+/XS が末尾につかないすべての DS NAS モデル、

12 シリーズ以上の XS+/XS が末尾につかないすべての RS 
NAS モデル、12 シリーズ以上の 4 または 5 ドライブベイを

持つ、すべての DX/RX 拡張ユニットを意味します。(4) 「
カテゴリー IV 製品 」とは、2008 年 3 月 1 日以降にカスタ

マがお買い上げになった、その他すべての Synology 製品モ

デルを意味します。(5) 「カテゴリー V 製品 」とは、2008
年 2 月 29 日以降にカスタマがお買い上げになった、その他

すべての Synology 製品モデルを意味します。(b) 「リファ

ビッシュ製品 」とは、リファビッシュされ、Synology がオ

ンラインショップで直接販売したすべての Synology 製品を

意味します。これには認証された Synology ディストリビュ

ータやリセラーによって販売された製品は含みません。(c) 
「カスタマ 」とは、Synology または Synology の正規ディ

ストリビュータまたは販売店から製品を購入した、最初の

人または実体を示します。(d) 「オンライン ショップ 」と

は、Synology または Synology の子会社が運営するオンラ

イン ショップを意味します。(e) 「製品 」とは、新製品ま

たはモデルチェンジされた製品、および Synology によって

製品に搭載されたハードウェアおよび付属のドキュメンテ

ーションを意味します。(f) 「ソフトウェア 」とは、カスタ

マが購入した製品に付属する、カスタマがウェブサイトか

らダウンロードする、または Synology の製品にプリインス

トールされている Synology の保有するソフトウェアで、フ

ァームウェア、関連する媒体、画像、アニメーション、動

画、オーディオ、テキスト、ソフトウェアまたは製品に組

み込まれるアプレット、および該当ソフトウェアのアップ

デートまたはアップグレードが含まれます。(g) 「保証期

間 」とは、お客さまが製品を購入した日から始まり、(1) カ
テゴリ I 製品は 5 年間、(2) カテゴリ II および III 製品は 3 
年間、(3) カテゴリ IV 製品は 2 年間、(4) カテゴリ V 製品は 
1 年間とする、(5) 「現状のまま」で販売された製品、また

はオンラインショップで「保証なし」の状態で販売された

製品を除き、新たに提供された製品は提供後 90 日間としま

す。(h) 「ウェブサイト 」とは、www.synology.com に配

置されている Synology ウェブサイトを指します。 

第 2 条。制限付き保証と救済手段。 

2.1 制限付き保証。第 2.6 条に従って、Synology は、保

障期間中、各製品について (a) 製造上の材料不良がないこ

と、(b) 正常な使用において Synology の公開仕様に従って

正しく機能することをカスタマに保証します。Synology 
は、製品付属のエンドユーザー用の使用許諾契約書（存在

する場合）の条項に従ってソフトウェアを保証します。

Synology は、「現状のまま」販売されるモデルチェンジさ

れた製品、またはオンラインショップから「保証なし」で

購入された製品については、保証を行いません。 

2.2 唯一の法的救済手段。カスタマが以下に説明する方

法で適切な保証期間内に第 2.1 条で制定する保証の不具合を

通知した場合、Synology が該当する不具合を検証した後、

Synology が独自の判断で以下を行います。第 2.3 条に従っ

て製品の完全な返却が行われた後に、(a) 商業的に適切な方

法で製品を修理する、または、(b) 不具合のない製品または

部品と交換します。前述は、第 2.1 条の保証不履行または製

品に対するその他の不具合または欠陥に対する Synology の
完全な責任であり、カスタマの唯一かつ非排他的な救済手

段です。カスタマは、製品の不具合に対する Synology の診

断と検証を適切に支援しなければなりません。第 2.1 条に制

定する保証に以下は含まれません。(1) ソフトウェアに関係

する保証、(2) カスタマの現場における製品の物理的な設置

と取り外し、(3) カスタマの現場への訪問、(4) Synology お
よび契約サービスプロバイダの通常営業時間（週末および

サービスプロバイダの休日を除く）以外に不具合部品の修

理または交換に必要な労働時間、(5) 第三機関の設備または

ソフトウェアで行う作業、(6) カスタまたは第三機関が設置

したハードディスクの保証、(7) ハードディスクの互換性保

証。 

2.3 返却。第 2.2 条に従ってカスタマが返却する製品

は、返却前に Synology から商品返却確認番号（「RMA」）

を取得し、Synology の現行の RMA 手順に従って返却しな

ければなりません。カスタマは、Synology 正規代理店また

は販売店に連絡して RMA の取得を依頼し、依頼時に購入の

証明および製品のシリアル番号を提示する必要がありま

す。保証請求の場合、本保証の対象とするため、カスタマ

は、第 2.3 条に従って製品を完全な状態で Synology に返却

する必要があります。RMA 番号を取得せずに返却された製

品、または分解された製品（Synology の指示による場合は

例外）は、受け取りを拒否され、カスタマの費用でカスタ

マに返送されます。RMA 番号を取得した製品は、必ず 
Synology から納品された状態に可能な限り近い状態で、

Synology の指定する住所に、製品を十分保護できるよう梱

包し、箱の外側の見える場所に RMA 番号を明記して、運賃

前払いで返却してください。返却する品物が Synology に適

切に配達されるまで、品物に対する保険および損失はカス

タマの責任です。RMA 番号を取得した製品は、その RMA 
番号を発行してから 15 日以内に必ず返送してください。 

2.4 Synology による交換。第 2.1 条に従って本保証で 
Synology が製品交換を選んだ場合は、Synology は、第 2.3
条に従って返品された不具合製品を受領後、その製品の保

証に適合するか確認した上、自社負担で Synology の選択し

た配送方法により交換製品を発送します。一部の国におい

ては、Synology は独自の判断により、特定製品に Synology 
交換サービスを適用する場合があります。お客様が返却し

た不具合製品を受領した後で、Synology は交換製品を出荷

します（「Synology 交換サービス」）。 

2.5 サポート。保証期間中、Synology は、カスタマにサ

ポートサービスを提供します。保証期間後の製品に対する

http://www.synology.com/


 

 

サービスは、書面による要望がある場合において Synology 
により提供される場合があります。 

2.6 例外。前述の保証および保証義務は、(a) 製品仕様に

指定または説明されていない方法によりインストールまた

は使用された製品、(b) Synology またはその代理店または任

命者以外により修理、修正、改正が行われた製品、(c) 何ら

かの方法で誤用、悪用、損傷した製品、(d) 製品が意図する

デザインのハードウェアまたはソフトウェア以外で 
Synology が提供していない品物を使用した製品、(e) その他

の方法で製品の仕様に準拠していない製品、および 
Synology の管理下でない原因に起因する不具合には適用さ

れません。また、前述の保証は、(1) Synology が許可した場

合以外にカスタマが製品を分解した場合、(2) Synology がカ

スタマに対して提供する修正、改正、強化、改善、その他

の更新をカスタマが実施しない場合、(3) カスタマが第三者

が提供する修正、改正、強化、改善、またはその他の更新

を実施、インストールまたは使用した場合には無効になり

ます。第 2.1 条に制定する保証は、カスタマが第三者に販売

または譲渡すると終了します。 

2.7 免責事項。本書に制定する SYNOLOGY の保証、義

務、責任、およびカスタマの救済手段は、非排他的かつ代

用であり、明示または暗示に関わらず、法律またはその他

の原因により生じる、以下を含みそれに限定されない本保

証の下で提供される製品、ソフトウェア付属の文書、およ

びその他の品物またはサービスに関連して SYNOLOGY の
その他のすべての保証、義務、責任およびカスタマの 
SYNOLOGY に対するその他の権利、主張、救済手段を放

棄、譲渡、拒否します。(A) 市販性または特定目的または使

用との適合性に対する暗示保証、(B) 履行の過程、取引の過

程、または商慣習により生じる暗示保証、(C) 侵害または不

正利用に対する請求、または (D) 不正行為（過失、厳格責

任、製品責任またはその他の理論に基づくかどうかに関わ

らず）に対する請求。SYNOLOGY は、SYNOLOGY の製品

に保管されたデータまたは情報が安全であり、データ消失

の危険がないことを保証したり具体的に放棄したりしませ

ん。SYNOLOGY は、カスタマに製品に保管するデータをバ

ックアップするなど、適切な対策を実施するよう勧めてい

ます。州/司法管轄区によっては、暗示保証の制限を許可し

ないため、上述の制限がカスタマに適用されない場合があ

ります。 

第 3 条。責任の制限。 

3.1 不可抗力。適切に制御できない原因または条件（カ

スタマの作為または不作為を含みこれに限定しない）によ

り本保証が定める義務の不履行または遅延が発生した場

合、Synology は、本保証に対して一切責任を負わない、ま

たは本保証の違反または不履行と見なされません。 

3.2 特定損害の放棄。いかなる場合も SYNOLOGY およ

びそのサプライヤは、製品、付属の文書またはソフトウェ

ア、および本書に基づいて提供されるその他の品物または

サービスの使用または使用しないことにより発生する偶発

的、間接的、特別、懲罰的、結果的、または同等の損害

（データ、情報、収益、利益またはビジネスの喪失を含み

それに限定されない）を補うための費用について、契約、

不法行為（過失を含む）、厳格責任、またはその他の論理

が基であるかどうかに関わらず、SYNOLOGY がその損害の

可能性について知らされている場合においても一切の責任

を負いません。 

3.3 責任の制限。  本製品、付属の文書またはソフトウェ

ア、および本保証に基づいて提供される品物またはサービ

スの使用、または使用できないことから生じる、

SYNOLOGY およびそのサプライヤの責任は、契約、不法行

為（過失を含む）、厳格責任、またはその他の論理が基で

あるかどうかに関わらず、負う損害の額面に関わらず、製

品の購買に実際に費やした額面に限定します。前述の特定

損害の放棄、および責任の制限は、準拠法の許す範囲で最

大限に適用されます。州および／または管轄の法律によっ

ては、暗示保証の除外または特定損害の除外または制限を

許可していない場合があります。本製品に適用されるそれ

らの法律の許す範囲で、上述の除外および制限がカスタマ

に適用されない場合があります。 

第 4 条。その他。 

4.1 所有権。本製品および製品付属のソフトウェアおよ

び説明書には、Synology および第三者サプライヤおよびラ

イセンサーの所有権および知的所有権が含まれています。

Synology は、製品のすべての権利、権限、知的所有権を保

有および保留します。製品、付属のソフトウェアまたは説

明書、および本保証に基づいて提供されるその他の物品に

含まれる、または対する権利、所有権または知的所有権

は、本保証の下でカスタマに移譲されません。カスタマ

は、(a) Synology または Synology の正規代理店または販売

店が提供するソフトウェアに付属する Synology エンドユー

ザー用の使用許諾契約書の利用規約に準拠し、(b) 製品また

はそのコンポーネント、付属のソフトウェアをリバースエ

ンジニアを試みる、またはその他の方法で Synology の知的

所有件に不適切に回避、または違反してはいけません。 

4.2 譲渡。カスタマは、本書に基づく自身の権利を、直

接、法律の運用または他の方法により、Synology から事前

に書面による承諾を得ずに譲渡してはいけません。 

4.3 追加条件なし。本保証で明確に許可した場合を除

き、他の当事者が発注書、領収書、承認書、確認書、通

信、その他の方法で作成した本保証のあらゆる条項、条

件、条項と衝突するその他の規定に対して、両当事者が制

約される、当事者の片側が特別に対象となることはありま

せん。ただし、各当事者が書面においてそのような条項に

特別に同意している場合は除きます。また、本保証が製品

に関連する当事者と締結した別の契約書の利用規約と衝突

する場合、他の契約書が本保証の条項に優先されることを

特別に言及している場合を除き、本保証が優先されます。 

4.4 準拠法。地域法で明確に禁止する場合を除き、本保

証は、接触法の原則に反するかどうかに関係なく、米国ワ

シントン州の法律に準拠します。1980 年に採択された国際

物品売買契約に関する国際条約またはその後続は適用しま

せん。 

4.5 紛争の解決。本製品またはカスタマ間の関係に対し

て Synology が提供する本保証、製品またはサービスから生

じる、または関連する、いかなる紛争、論争、または主張

も、ユーザーが米国に住居する場合は、米国仲裁協会

（American Arbitration Association）の現行の商事規則に従

って単独かつ最終的に仲裁解決されるものとします。ユー

ザーが米国以外に住居する場合は、以下を参照ください。

仲裁は単一の調停者の前で実施され、カスタマと Synology 
の間の紛争のみに限定されます。仲裁または仲裁の一部

は、その他の仲裁に合併されず、集団または集団代表ベー

スでは実施されません。仲裁は、書類の提出、電話、オン

ラインまたは当事者の要請により、調停者の決定した個人

により、米国ワシントン州キング郡で実施されるものとし

ます。米国または非米国の仲裁またはその他の訴訟では、

勝訴した当事者は、その当事者が支払う仲裁費用を含むす

べての費用や妥当な弁護士料金を受け取ることになりま

す。そのような仲裁の手続きで行われた決定は最終的で、

当事者を拘束するものであり、その結果に従って適格な司

法管轄権の裁判所において裁定が行われる可能性がありま

す。この条項がない場合、カスタマは裁判所を通じて紛争

の訴訟を起こす権利を有しており、これには、集団または

集団代表ベースでの請求を要求する訴訟の権利が含まれて

いることをカスタマは理解していますが、カスタマは明示



 

 

的および意図的にこれらの権利を放棄し、条項 4.5 に従っ

て、拘束力のある仲裁を通じて紛争を解決することに同意

したことになります。米国以外のお客様の場合、紛争は 
R.O.C. 仲裁法および関連施行規則の手順に従って 3 人の中

立調停者により実施される仲裁により、最終的な解決が行

われます。仲裁は台湾 R.O.C. の台北で行われ、仲裁の手続

きは英語で行われ、両当事者が同意する場合は、北京語で

行われるものとします。仲裁裁定者は最終的で、当事者を

拘束するものであり、司法管轄権を持つ裁判所において強

制力を持ちます。本条のいかなる部分も、Synology が差し

止めによる救済またはその他の権利および Synology の知的

財産権に関連する本保証の不履行またはその脅威に対する

法律または衡平法における救済手段の要求を禁止または制

限しないこととします。 

4.6 弁護士費用。本保証におけるいかなる仲裁、調停、

その他の法的行為、または権限または救済手段を行使する

際、勝訴した当事者は、他の救済措置に加えて、その費用

および適切な弁護士料金を回収する権利があります。 

4.7 輸出規制。本製品は、米国の輸出規制の対象です。

ユーザーは、米国輸出管理規則を含みこれに限定されな

い、本製品に適用されるすべての準拠法および規定を準拠

することに同意したと見なされます。 

4.8 契約の分離。本保証に、管轄裁判所で無効、不法、

または法的強制力がないと判断された条項がある場合にお

いても、本保証の残りの部分は有効に存続します。 

4.9 完全合意。本保証は、本件に関する Synology とお客

様との間のすべての同意を制定し、あらゆるおよびすべての

事前同意に優先します。本保証の条項に対する訂正、修正、

または権利放棄は、実施する当事者が署名する法的文書で制

定されていない限り、拘力がありません。

注意：英語版とその他の言語の説明に矛盾または不一致がある場合は、英語版を優先します。 
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